
Title スミス以前に於ける貨幣価値論の二潮流
Sub Title
Author 萩原, 吉太郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1925

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.19, No.1 (1925. 1) ,p.95- 130 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19250101-

0095

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


.

.
第
十
九
怨

(

九
四

‘

)

論

.靴

.，

プ
ツ
サ

’ア；デ
と
マ

A

グ

ス

……

 

. 

俄
！说
 

丸
3

は
其

E
の
重
要
な
る
：發
兄
：を
公

»

に
，報
吿
し
た
。

最
後
ま
で
姿
現
さ
な
か
ジ
た
の
が

M
a
r
x

 

及
び
.R

o
d
b
e
r
t
u
s

の

L
a
s
s
a
l
l
e

宛
の
#

簡
で
あ
り
た
。

而
し
て
始
め
て
就
鑑
定
を
終
へ
た

U
Mま
，

i
t

も

i 

0

0

0

將
校
が
來
て
、城

が

明

W 

W

び
稱
營
に
充
て
ら
る
ベ
き
こ
ご
か
：通
き
し
な

n

で

:

• 

- 

■ 

.

.

.

.

.

.—— 

' 

: 

. 

. 

..'• 

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.

あ
つ
な
。

L
a
s
s
a
l
l
e

文
W

は
取
ぐ
し
て
俾
に
公
に

」

せ
*ら
る
、
こ
ご
を
得
ぬ
の
で
あ
る
。
這

®

の
 

寫
發
ビ
感
慨
ご
は
、

S

ら
史
料
搜
索
の
經
驗
あ
る
も
の
に
し
て
始
め
て
之
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
 

擎
者
は

M
a
y
e
r

が
®

年
の
苦
心
の
酬

a 

,ら
れ
た
る
こ

|ビ

W

び、更に

’を
の

「

遺
稿

」

の
殘
さ
れ
々
 

る
第
五
卷
を
公
に
す
る
日
の
近
か
ら
ん
、

N? 

<50

を
0

る
も
の
で
あ

s
o

園

園

I

P

M

H

H

I

l

i

i

m

ス
ミ
ス
以
前
於
け
る 

货
幣
慎
値
論
の

r

i

流

I')

!1
在'}
U

m
v̂.

夢
原
吉
木
郎

nsacv

f

歷
史
的
發
達
の
上
ょ
り
考
察
す
れ
ば
、
货
幣
は
其
の 

素
材
の
實
體
價
値
ご
結
合
し
ゥ
^

倏

生

す

る

^
.
^
^
、

.
此

の 

結
合t

l

货
僻
官
能
の
發
逸
に
隨
伴
し
て
漸
次
她
緩
を
來 

し
、
分
裂
を
注
ず
る
の
倾向
を

；？：

す
。
愛
に
於
す
乎
" 

必
'然
货
艘
本
質
に
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問
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ざ
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れ
自
ら
賞
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値
ね
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要
す
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な
す
學
說
を
發
屬
主
義
と
呼
び
"
貨
微
夫
れ
自
ら
賞
體 

慎
値
た
る

‘を
要
せ
す
ビ
な
す
學
說
を
名
目
主
義
ざ
稱 

ふ
。

f
ス，以
前
の
貨
幣
論
も
恒-.i
此
の
ニ
®
の
間
を 

往
来
し
て
歇
ま
や
、
成
者
は
货
將
の
現
實
的
取
扱
を
高 

調
し
て
前
者
に
組
し
、
或
者
は
，其
の
象
徵
的
取
扱
を
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調
し
て
後
者
に
走
ら
ぬ
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ら
ぱ
货
常
本
質
に
關
す
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立
は
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债
値i

i

上
に
如
W

な
る
反
映
を
招 

來
す
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獵
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他
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値
論
を1

1

者
孰
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す
れ
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又
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述
し
た
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後
、
更
に
之
が
例
m 

は
免
つ
物
價
昂
騰
の
事
®

を
摘V

小
し
た
る
後
日
く
-

吾

！
，.を
號
み
な
&

。
其
の
一
.
に
日
ぐ
、r

孰
れ
の
地
k

t

b
て 

人

の

す

る

高

は

.三
倘
.の
！̂
⑩
よ
，ら
生
起
せ
る
を
一
も
ノ
百
般
の
斯
貨
を
高
値
な
ら
し
む
る
ホ
要
原
因
t
t、

&

む

其

の

主

要

：
に

し

て

，始

ん

ダ

喷

j

原
因
た
る

も
の
一
，該

財
貨
に
評
價
及
び
.個
.格

を
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る
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多
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當
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百
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q
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西
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t

、

換

に

於

け

る

價

値

に

隨

，ウ
セ
-

货

悠

ご

し

て

絶

付

せ

ら 

る

と

思

考

す

る

は

}

を

織

て

ら0

銀

の

货

®

ご
し
て 

の
新
用
途
は
其
の
償
値
を
增
加
せ
ざ
，る
を
得
ざ
る
可 

.
し
。
，蓋
し

其

が

貨

僻

と

し

て

物

ヶ

，交

換

に

於

け

る

不

利 

不

便

を

除

去

し

、

其

の

結

果

银

の

需

要

を

增

加

し

、

M
 

く

て

货

®

用

途

の

生

め

る

，瓶

加

®

要

に

等

し

，

Jlj

附

加

®
, 

値

を

受

ぐ

る

を

以

て

な

ら

(
P
,

 

I
O
)

 

r

地

金

又

は

貨 

，够

と

し

て

の

銀

は

、

其

の

供

給

又

は

需

要

に

於

け

る

&
 

:動

ょ

ゃ

其

の

價

値

を

變

^
,
。̂
；
：：
其

の

孰

れ

の

場

合

に

在

タ

：，
 

て

も

、

世

人

は

物

價

が

腺

落

せ

シ

ビ

言

ふ

。

然

れ

共
，，

銀
又
は
货
粮
の
價
値
が
ん
或
は
大
成
は
小
な
る
に
從
つ 

て
.其
が
或
は
货
物
の
大
量
i
:成
は
货
嫩
の
小
量
.：

U

等
レ
，
 

き

な

れ

ぱ

ア

價

値

騰

落

せ

え

：は

：
銀

，又
は

M

路

な
b

落

十

九

卷

(

九
九
V

雜

一.，
顶
も
之
に
比
伤
し
て
其
の
耍
增
加
す
る
こ
な
け
れ 

:

K

百
頭
の
羊
は
咋
年
ょb
多
額
.の
貴
撒
と
其
の
價
値 

に
於
て
等
し
か
る
ぺ
し
。
從
つ
て
貨
幣
は
‘低
廉
な
ゎ
。 

、貨
將
數
量
並
び
に
其
の®
要
昨
年
と
同J

な
.

CS 

も
， 

:
,苹
の
數
量
減
少
す
る
か
、
成
は
其
の
®
要
增
大
す
る
時 

は
ハ
頭
の
羊
の
價
値
は
咋
年
ょ
ら
多
額
の
货
悠
ご
等 

し
か
る
べ
し
。
從
つ
て
羊
は
高
偵
な&」

、(

p
p
, 

63- 6
4) 

w
o斯
ぐ
て
彼
れ
は
千

3

百
九
十
五
年
以
後
の
蘇
國
に 

於
け
る
物
價
地
價
檢
时
の
後
ぐ
货
胳
數
激
は
此
の
時
以 

來
"
"其
の
鍵
要
を
超
過
し
、
加
ふ
る
に
銀
の
，同

j

分
激
が 

高
さ
稱
呼
を
得‘た
れ
ぼ
，
其
の
結
架€
し
て
、
货
粮
惯 

値
減
少
せ
タJ(p. 

67〕
W

謂
：
へ
-

斯
ぐ
彼
れ
は
明
白 

に
雷
要
侧
を
寓
目
せ
.？̂
ビ
雖
ス
需
要
な
る用
語
に
對
し

 ̂
.
ス
ミ
ス
以
前
に
於
け
る
貨
情
偵
値
論
の
ニ
湖
流

第
！
跋



第
十
九
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(
！ 

0
O
W
.

錄
ス
ミ
ス
以
前
に
於
け
る
歡
够
慣
値
論
の
ニ
湖
逾

第
！
眺

明
斬
な
る
說
明
を；̂

こ
と
な
，し。
‘ 

Sewall

のr

彼
れ 

ほ
1

に
對
：し
明W
な
る
觀
念
を
附
ま
せ
ず
、
唯
一
般
，；
 

の
方
法
に
て
欲
せ
ら
れ
：
‘た
^
>
數
量
を
意
級
す
る
事
を
晴 

示
.せ
る
の
み」

.

(Theory 
of Value befoue Adam 

Smith,: p. 67)

.て
ふ
評
語
.は
異
鎭
な
ぐ
首
肯
せ
ら
る。
.

彼
れ
に
依
ヶS

E

か
れ
た
る
這
般
の
；路
は
ゾ
總
て
彼
れ
‘. 

の
秘
#
官

M
e
i
§

の
迪
る
所
ど
な
れ
.

=s。

，彼
れ
はr

貨 

彼
增
加
.に
®

る
.高

傑

的

に

し

て

，
：：商
業
界
，
 

に
.到
，來
.す
.る
：W
般

0 
0
物
‘> 
即
も
®

物
、
，商
ロ
叩
、蓮
賞
、 

努
銀
等S':

上
.に
招
艰
せ
ら
る
-
%(

p
. J

2：

パ)

ご
.論
じV
 

> 

货

條

供

給

の

影

響

お
！
！

讚

し

た

る.後
、
之
に
嘛
伴
レ
て 

要
'の
變
動
繼
纖
サ
ず
ぱ
、.
其
の
影
響
.，の

層̂
®
著
な 

る
べ
き
を
，說
け
ら
。以
爲
、ら
ぐ
、「

亜
米
利
加
發
來
ャ 

歐
洲
輸
政
せ
ら
れ
，た
.る

金

銀

は
V

激
し
商
業
の
大 

膨
服
が
商
業
國
.ざ
な
れ
る
國
數
に
'
 
比
.例
レ
て
交
換
要
具 

に
對
す
る
.徹
要
を
增
大
せ
し
む
る
事
な
み
タ
せ
ぱ
、
其

5

0

一：；

M
:の
，

$
3
^
®

の
增
.減
'は
、、
货
#I

M
:

の
墙
減
を
随
银
せ
ざ
る 

..

，限
>

> 

'

,

1
價
値
の
^

と
な
：る
な
.

C;。

一
 

購
入
：の 

、爲
め
：に
，呈

出

せ

ら

る

货

辦

#

を
決
定
ず
；5
^
;
|
1 
一®
0
 

中
"「

人
々
；め
.其

ま

し

.
t

爲
す
鶴
要」

；と
は
，>
r貴
物
を 

鞭
入
せ
ん
ビ
す
る
欲
！g

j

に
しV

、
.梵
竟
彼
れ
の1£

謂 

、

「

督
幣
を
费
消
せ
ん50

ず
る
の
願
望」

(the 

desire, o
f

 

-..spending 

t
h
e

 c
o
k
)
.

に
歸
着
し
？「

霜

耍
者
能
力
め
督
‘
 

‘度」

と
は
，要
ず
.る
に
：货
徽
所
存
S

に
外
な
らW

,

る
な
K
O 

.而
ず
彼
れ
は
.前
者
を
强
調
す
.る
の
.餘
ゥ
、
後
卷
を
：全 

然
無
視
し
た
ヶ
0
之

J
o
h
n

 W
h
e
a
t
l
e
y

を
し
，て
彼
れ
の 

.鬼

歡

廢

し

て

，、

「
I
g

要

は

恒Li
,
f

般

支

拂

能

力

じ由̂
り

結

果

を

招

來

す

る

を

得

た

る

な

、ら
ん
，

」
(Ibid.)

ミ
9 

;

如

上

、
の

隙

述

W
1

見

其

の

趣

を

殊

に

す

る

.

^
其

の
.

處：：

底

に

於

て

相

通

す
.る
.所

の

：も

の

は

S
t
e
u
a
r
t

の

說
な 

彼

れ

は

俄

格

狭

定

一

の

法

則

を

货

&

論m

頭
に
於
て 

一，
要
約
揭
示
せ
り
。，
日
ぐ
、「

請
物
仲
の
價
値
は
謝
般
の
事
，

:I
:

悄
の
滅
和
に
依
卿
す
’る
‘も
，
之
を
®
大
獨
目
の
下
に
ニ 

揺
す
る
事
を
得
。

！'
>
被
評
：傑
物
仲
の
數
鸯
ニ
、
人
.タ

.

の
其
に
對
し
て
爲
す
！

W

要
者
®

の

攀

®
、

\

載
要
奢
熊
力
の
程
度
是
な
り」

(P. 

527., 

L

 

B
H
I
L

 

v
o
r
l
)

ご
。
斯
ぐ
て
彼
れ
は
#
慎
は
货
脾
數
鸯
に
依
レ 

I
調
盤
せ
ら
れ
す
、
其

は「

貨
，物
ヒ
人
類
欲
望
^
:
3の

棚

對
:

I
的
比
例
に
依
ド
‘決
定
：せ
ら
る」

(P. 

5
.
&

)
\

 

t 

.

,

如
上
ホ
要
騎
をI

見
せ
‘る

の

み

に

て

は

：、

讀

者

，成
は 

,

彼
れ
の
貨
傲
償
値
.に
關
す
る
眞
意
を
察
知
す
る
.
.に
，苦し 

.む
な
ら

ん
。
彼
れ
の
所
謂S

大
，明

目

中

の

敏

1
1

項
以
下

す
.る
の
®

®1
.

な
り
"
^
'な
す
な
タ
。
斯
く
彼
れ
は
金 

貨
條
量
が
直
ち
に
物
懷
に
'影
響
を
.及
す
と
.言
ふ
に
'反
動 

す
*

此
の
理
は
#

し
ぐ
银
：

I,

項
®
ち
货
物
量
に
も
適
用 

:

せ
ら
れ 
>:

貸
物
：ゆ
、
：市
場
に
到
#

せ
る
限
.

に
於
て
、

滅
.價
に
影
響
を
狡
す
と
®

ザ
b
" (ch, 

X
X
V
I
I
L

 

B
k
I
L

 

f I,)

論
じV

森
にI

S

れ
ば
、®
者
は
.後
人J. 

S. 

M

B 

I

の
他
め
供
絵
と
ぱ
人
々
，.の
手
離
§

ん
i

欲
し
つ

>

あ
る
其
の
數
量
"に

し

：て

、

（

货

微

の

職

要

-
^
}
は

販

賞

め

爲

め

に

呈

出

せ

ら

る

、
：總

T

の
.货
-物

よ
.
^成̂
る」

(
Principles 

of p
o
u
t
k

息 E
c
o
n
o
m
y
.
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s
h
e
l
e
v

 

ひd. ‘p.

4
9
0
y
i

し
ふ
言
說
と
相
去
る
.！
步
な
.，：る
を
感
す
る
な
ら 

W
.盤
せ
ら
れ
> 
所

有

の

：欲

望

に

由

ら

ず

し(
R
e
m
a
r
k
s

 

§ \

ん
0 

,
,

‘r
u
r
r
e
n
c
y

 

a
n
d

 

.
c
o
l 
J

 

1803

 

.p, 

3
5
)

と

.言

は

し.

.
以

爲

ら

ぐ"「

.鶴

貨

量

、梢

加

は

如

何

な

る

結

架

を

生

起

:

あ

た

る

斯

以

な

:: 

. 

す
る
や
0: 

上
昇
‘-

(rise 

of 
f

3

及
び
需
要
增

彼
れ
は
流
通
場
视
に
到
來
す
る
賀
够
暴
の
增
淑
が
物
、犬

(
augmentation 

of d
e
m
a
n
d
)

の
，孰

れ

の

場

合

に

於

横

の

，騰

落

を

g

致
す
ベ
き
を
認
む
る
者
な
れ
。
：而

し

て

て

も

、
其
に
、比
例
し
て
1

は
流
通
場
挪
に
流
入
す
可

.:7

觸
银
十
九
を(

1
0
1
)
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0

ス
ミ
ス
以
前‘

け
*
食̂

情

續

め
！
i

i 
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敏

1
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‘雜
錄
ス
ミ
ス
以
前
に
於
け
る
货
僻
傅
値
崎
の
ニ
湖
流

 

第
！
號

！o
ニ 

し
。
唯
二
者
次
の
®

に
於
て
異
る
の
み
。
前
者
の
場
合
，を
も
下
す
こ
と
能
は
す
。
何
者
彼
等
が
彼
等
の
富
：
セ 

は
供
給
之
に
比
例
し
て
播
.加
せ
，ざ
る
可
^
3
^
^
を以て、物例して彼等の支出を膨

眼
せ
し
む
と
は
限
ら
ず
、% 

债
を
騰
貴
せ
し
む
る
の
效
架
を
す
。
後
者
の
場
合
は
縱
令
へ
彼
等
之
を
行

ふ
と
も
、
其
の
附
加
せ
る
需
要
に 

供
給
之
に
比
例
し
て
增
加
す
可
さ
を
以
て
、
物
價
.は
位
I

し
て
之
じ
相
應
せ
る
供
絵
を
生
起
せ
し
ひ
る
時
は
、
物 

然
た
る
可
し
。
此
は
富
の
增
加
が
！̂
要
上
昇
か
需
耍
增r

價
は
忽
ち
舊
平
準
に
復
歸
すS'

し」

。
..

(P. 

4
1
3
)

と
。

大
か
孰
れ
かI

の
結
果
を

す
ろ
場
合
に
於
け
る
結
果

\

以
上
總
述
し
來
れ
る
所
ょ
な
、吾
人
はL

a
w
.

 

M
e
l
s
,

 

な
>
。
然
る
に
ぱ
の
時
に
際
し
ぜ
要
狀
態
に
し
て
變j :, S

I
r

t

を
通
じ
て
、
貨
條
價
値
は
#

要
供
給
の
開
係
に 

，す

る

車

な

か

ら

ん

乎

ゾ

傭

®

増
加
量
は
恐
ら
く
藏
匿
せ
由
ら
支
配
せ
ら
る
と
な
す
思
想
の
流
れ
つ
、
あ

b

し
を 

ら
る 
>

か
、
金
銀
器
に
變
ゆ
ら
る
み
し
。其
の
：所
有
富
は
，
：
識
れ

.

.

.
o

然
れ
共
.
貴
に
吾
人
は
彼
等
ょ
，，

ニ
語 

彼
等
の
.消
費
を
墙
大

す
る
の
念
な
し
ソ
況
ん
や
其
の
貨\
の
明
鶴
な
る
意
味
を
聽
ぐ
こ
と
能
は
ざ
り
し
な
&
。
唯 

被
を
讓
與
す
る
の
感
情
に
：®
ら

る

、

こ

な

け

れ

ぱ

マ
\

吾
人
の
推
知
し
得
た
る
所
は
、
供
給
R

就
い
て
*
彼
等 

彼
等
の
所
有
®

の
何
等
の
影
響
を
誘
政
：せ
ざ
る
t

と
、

は
全
然
流
通
速
度
を
順
K

せ
ざ
ら
し
こ
と
* L
a
w
、

猶
其
が
依
然
鎭
山
に
埋
沒
せ
ら
れ
た
る
に
等
し」

。(P
,

 

\
. 

M
e
l
o
n

は
貨
赂
數
量
を
流
通
場
裡
の
夫
れ
に
服
局
す
る 

4
0
0
,

 

c
H

ポ

^
1
1
1
.
ば
£
1
.
.づ0
1
.
1

)
(

满
に
供
給
又
は
蕭
に
至
ら
ざ
ら
し
こ
と
"
*需
要
に
就
い
て
は
、

L
a
w
r

 

要
と
は
貴
物
K

就
い
ヴ
言
ふ
な
ね
。
需
要
上
具
.と

需

要

M
e
l
o
n

の
需
要
者
の
能
力
に
想
到
せ
ざ
ら
し
こ
と
、 

，
增

大

と

の

差

異

は

髓

爭

の

有

無

に

，腿

る

)「

貨

悠

數

量

を

S
t
e
u
a
r
t

は
貨
物
に
す
る
雷
要
に
就
い
て
は
詳
述
し

何
等
言
及
せ
ざ
-

し̂
こ
と
の
み
。
，
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reprinted 

for

.
レ
货
悠
の
自
然
價
格
は
其
の
f
f
f
i費
に
依
頼
し
-

其

の

： Ha
v
a

ふUniversity, 

I
S
9
3

に
據
£

市
場
價
格
は
需
要
供
給
0

M
係
：又
は
唯
單
に
供
給
の
，

‘：

自
然
價
格
及
び
市
場
便
格
な
る
ニ
語
は
、
ス
ミ
ス
以
，
 

み
に
，由
>

調
整
せ
ら
れ
>
:然
も
後
者
は
郁
者
に
歸
向
一
前
に
在
ら
て
は
，
種
々
の
意
義
を
表
現
し
た
b

。
從
つ

.

せ

：
ん

ご

す

る

倾

向

を

有

す

と

な

す

說

；の

研

究

：

，，

て
吾
人
は
第1

に
此
の
ニ
語
の
意
義
を
圓
明
す
る
の
要

.
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自
然
價
格
と
布
場
價
格
と
の
黯
立
は
又
內
在
K
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と
の
I

と
し
S

は
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內
在
價
値
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.
B
o
d
e
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n
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と
外
附
價
値
ご
は
其
の
當
初
に
於
て
は
*貨

幣

の

材 

Disadvantages 

of the 

Rise 

o
r Fall 

thereof,:in 

our 

o
w
n

 

™ 

w

値
s

表
面
償
値 W

 

の
意
義
に
史
せ
ら
れ
た
ら
ゥ
是
、

.
L
l
e
c
t
i
h
i
^
a
s
c
j
a
n
d

 V
a
l
l
e

 

ー
敎
會
法
學
者
及
び
民
法
學
者
が
貨
微
の
品
位
量
目
を 

.f
r
o
m

 the Originals 

of V
a
u
h
a
n
, 

Cotton, 

Petty, 

L
o
w
n
d
e
s
,

 

bonitas 

i
n
t
r
b
s
e
c
a、

其
の
稱
ゆ
を 

b
o
n
i
t
a
s

 

extrinseoa

.

I

n

i

 

L

呼
I

る
に
出
づ
。
例
へ
ぱ
、

v
a

u
t

は
近
接
せ

Joseph. 

Harris:..An Essay u
p
o
n

 

M
o
n
e
y

 

and.coins,.(
1757-

る

詣

國

民

の

普

遍

的

か

貨

條

の

素

.材

に

對

し

附

與 

S 

§.上)

パ

： 

； 

し
た
る
價
値
を

intiinsicai value 

呼
び
、一

君
主
又

‘
c

o
r

u
l

 o
6
6
i
"
f

 

f

 

I
J

U

き
 

' 

は

r

政
府
の
任
意
に
附
與
し
S

稱
呼
をextrinsical . 

C
3 

v
a
l
u
e

 

i
呼

べ

.
^
。

「

造

幣

者

は

金

銀

の

此

の

普

遍

的

難
十
九
盤
ニ O

U
D

鎌

錄
ミ
ス
以
前
に
於
け
る
賃
游
债
値
論
の
ニ
潮
流

 

银
！
號

1C
H

I



卿

，ぐ

解-T

九

翁

(
！，

0
四)

雜
：

錄
ス
ミ
ス
以
能
：に
於
け
る
.货
條
慎
値
論
れ
二一,

孰
流

银！

號

IB

慎

値

を

ぱ

、

其

が

货

將

の

內

に

在

る

，時

も
-
*

內
在
的-

U 

呼
；

S
、，

政
府
の
記
號
>
:命
令
め
印
：刻
に
®
依
す
る
地
方 

的
®

を
ぱ
外
附
的
み
稱
す
。
.，ぱ

に

、

货

將

は

其

の

今
：！ 

;:

有
す
る
：金
銀
め
品
份
量
目
に
等
し
き
內
狂
價
値
を
有
す
；
 

さ
盲
は
る」

。(P. 

ロ)
然
る
に
、P

e
t
t
y

は
、
自
然
®
 

格
を
以
て
、
不
®

に
動
搖
レ
て
歇
：ま
ざ
る
現
實
慣
格
の 

外L
r

立C
V

必
然
永
S

的
の
慣
格
を
®

味
ず
？
而
し
て
其 

の
.決
究
原
因
を
，役
下
银
働
量
に
覺
H
 (
彼
れ
は
貨
セ
の
.

:

現
實
價
格
即
ち
市
場
便
格
を

！？>'•

配
す
る
諸
般
の
事
情
め 

何
れ
る
や
に
就
い
て
直
接
に
說
明
す
る
ニ
ご

な
..；0

「
人 

若

し

ズ
ブ

セ
ル
：の
穀
物
を
生
：靡
し
得
る
ざ
：同

1

時

間
 

にr

秘
®
の
地
中
ょ

<̂
銀
，

偷
敦
に
輸
政
す
る
を

： 

，得
ザ
、4
は
以
て
他
の
自
然
偵
格
な
る
可
し
。
今
若
レ
：‘ 

I

層
便
易
な
る
新
織
の
發
兄
に
因\

彼
が
從
ポf

弓 

を
親
：
る
せ
同
じ
勞
働
を
以
て*

せ
ん
乎
ク
.他
の事
情
等
な
き
限
タ
、
穀
物
は
從
來
五
志

1. 0

與

5
0
5
1
)

 

の
自
然
偵
格
が
其
の
生
進
費
に
依
職
す
，と 

の
說
がP

e
t
t
y

に
始
ま
る
こ
と
上
述
の
如
し
ミ
雖
、
货 

胳
素
材
の
生
産
費
が
貨
幣
慎
値
の
高
低
を
渡
起
す
.と 

は
、
是
よ
-

先̂
旣
にv

a
'
u
g
h
a
n

に
よ
&
說
か
る
所 

な
ゎ
。S

く
、「

現
今
地
中
よ
り
採
掘
せ
ら
る
、
始
ん
ダ
し 

凡
ゆ
る
銀
は
西
i

よ
ら
到
來
す
。
其
は
必
す
一
度
1
 

班
牙
に
輸
致
せ
ら
れ
た
る
後
*

東
方
の
諧
國
に
分
散
せ
. 

ら
る
.

"

是
等
請
國
ぱ
银
に
高
慣
を
附
す
る
こy

j

に
由
 々

を
：

2
2

國
に
：齋

ら

す

。

今

若

し

英

國

外

，の
如
；何

な

る

.
地 

に

も
#

織

物

な

か

：ゎ

せ

ば
"
.

諧
外
國
は
、，

該
物
件
運
搬 

Q

時
間
，
蓮
賞
及
び
届
臉
に
關
す
る
增
加
分
を
原
K

に 

附
加
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
を
以
て
、
英
H

よ
ら
の
距
離
の 

遠
近
に
比
例
し
ャ
> 

英
國
に
於
け
る
よ
◊

も
高
®
を
支 

拂
ふ
に
非
ら
ざ
れ
ば
、
宅
織
物
を
得
る
こ
と
能
はH

る 

可

し

銀
.に
就
い
て
も
亦
然
西
班
牙
よ
0
其
を
自 

國
に
*
ら
す
凡
ゆ
る
國
は 

西
班
牙
よ
ら
の
距
離
の
遠

.ぱ4

般

財

貨

の

經

辨

價

値

：と

同

：

1
$

に
®

す
る
§

を
具
有
せ
ざ
.る
可
ら
す
。「

货
將
即
ち
價
被
の
共
通
尺
度' 

:

は

、

土

，地

並

び

に

勞

働

の

價

格

に

於

て

"

眞

賞

に

又

內 

‘：狂

的

に.人
々
の
交
換
に
於
て
提
供
ず
る
：財
貨
ど
等
し
か 

，
ら

ざ

る

可

ら

ず
e

之
な
く
ん
ぱ
> 

货

赂

は

想

像

的

，價

値 

/
v
a
l
e
u
r

 

i
m
a
g
i
n
a
k
e
)

を
有
す
る
の
み
な
ら
ん
。
之
を 

例
：せ
ん
に
、
縱
令
へ
君
主
又
は
共
和
國
が
這
個
の
眞
賞 

.的
內
狂
的
價
値
に
.非

ざ

：る

成

物

：件

に

，對

し

國

內

に

於

け 

る
.通
用
力
を
附
與
す
るV

J

も
*

諧
外
國
の
之
を
受
f
f
iせ 

ざ

る

の

，み

な

ら

ず

* 

,
‘
國

人

す

ら

も

亦

.眞

賞

價

値

の

欠

如 

.を
知
悉
.す
る
に
至
れ
ぱ
之
を
f
f
i否
す
可
し」

。〈
p
p
.
"
4
7
,

 

,
1
4
0

此

め

見

解

ょ

ら

生

す

る

常

然

：の

歸

結

せ

し

て

"
彼 

れ
は
，1:

般
財
貨
に
.於
け
る
ふ
等
し
ぐ
’

其
の
眞
M

價
値 

を
其
：の
素
材
0

生

産

要

す

る
，士
地
及
び
勞
働
に
覓 

，め
、
其
の
市
場
價
格
を
需
要
；供
絵
の
法
則
に
依
®

せ
し 

:め
た
ら
O
C金

屬

の

，內

狂

的

眞

，賞

價

値

は

凡
ゆ
る
物
仲
の 

如
ズ
其
の
生
産
要
す
る
±

地
並
に
勞
働
に
，•比
例
す」

(pp. ss-, 89)

と
◊
斯
く 
未
だ Fettjr 

::

て
は
：、'唯
単
に
自
然
偕
格
の
決
定
披
因
を
生
廣
費
に
.党 

め
お
る
ざ
言
ふ
め
み
ね
し
て
、

y

ホ
場
懷
格
の
決
定
：源
因 

を
®
'要
供
給
の
.法
則
に
党
'め
ボ
タ
：況
ん
や
前
者
を
後
者 

"の
歸
向
中
心
點

W

な
す
が
如
.き
Z
ざ
な
か
々
き
。

(

此
の 

外
、

o

i
の
如
ぐ
效g

並
び
に
稀
少
性
に
由
-
^
決 

定
せ
ら
る

、
價
値
を
.自
然
的內

？： y

的

僧

値(
v
a
l
o
n
e

 

intrfnseco 

e 

tlaturale)

I;ビ
岸
稱
せ
る

あ
-
^
、
又
 

L
o
c
k

ひ

は
銀
の
內
在
的
價
値
を1

,般
0

承
.認

に

由
V
:其
の
上 

i
i

設
定
を
ら
れ
力
る
估
科
な
ね
ふ
な
せ
ら

)

。
，
然

る

.に 

C
a
n
t
i
l
l
o
n

はT
e
t
^

に
做
ひ
て
內
狂
價
植
を
其
の
素
秘 

の
注
廣
；
婴
し
た
る
±

地
灰
ぴ
勞
働
じ
覓
め
ね
る
も
、 

而
も
更
に
.

」
：

步
を
進
め
て
市
場
便
格
我
定
は
：f

要
供
、
 

.給
の
法
則
に
依
頼
す
.ざ
斷
足
し
、
又
市
揚
價
格
は
1̂
常̂ 

U社
命y

於
て
は
內
在
價
値
に
接
近
す
ざ

喝

破

せ

。：

以 

.下
之
を
述
べ
ん
。

.
彼
れ
に
從
へ
ば
、
賞
幣
は
其
の
職
能
を
果
す
爲
め
に

鎮
十
九
翁
.

2 

0五)

，難

錄

ス
i

u
於
け
s

i
償
値
输
-
0

! 

i

第1

號

1
§

{



I
'か.

I

镇
十
九
卷a

o

六)

雜

錄
ス
ミ
ス
以
前
に
於
け
る
貨
懷
愼
値
論
の
ニ
湖
流

. 

第
！
破

.
1
2
、

(

？
：.
5
7
>金
«

の
市
場
價
値
ぱ
凡
ゆ
る
賞
物
及
び
商
品
値
は
勞
働
者
の
生
活
維
持
に
必
要
な
る
.土
地
生
産
物
の 

等
し
ぐ
成
時
は
內
在
便
値
以
上
に
#

.

成

時

は

內
.
價値の二倍に相當す斷するに至れるは

j

般 

§

値
以
下
に
降
る
。
邵
ホ
其
は
金
屬
の
豐
富
’又
は
稀
：m
經
濟
慣
値
論
に
於
て
学
紹
介
せ
ら
る 

>所
、
其
ょ
等 

少
に
比
例
し
マ
其
の
消
®
に
隨
伴
し
て
變
動
すJ

 

(
P

.

し
く
貨
幣
の
內
.在
偕
値
に
も
適
用
せ

ら

る
C 

(
p
p
.

 

P
 

I
&)

更
に
文
彼
れ
の
货
粮
ネ
賀
#

ょ
.
.

=N

し
て
彼
れ
の 

一
一5

5
)

又
彼
れ
は
市
場
價
格
を
霜
要
供
給
の
法
則
に
依
®
 

般
财
？
に
就
い
て
說
け
る
次
の

.j
節
は
等
し
ぐ
金
銀
に
せ
し
め
た
る
も
、
需
要
に
就
い
て
何
等
明
晰
な
る
觀
念 

も
適
用
せ
ら
る
。「

物
件
の
，內
在
值
値
に
變
動
あ
るM

 

::

を
表
示
せ

文

成
時
は
唯
單
に
エ
藝
上
の
用
途
の
み
を 

無
し
。
唯
財
貨
の
生

産

を一

國
の|

g

爽
に
適
合
せ
し
むj

思
考
し
、或
時
は
貴
將
上
の
需
要
を
强
調
重

視

し

た

ら

。

る
の
不
可
能
な
る

i

事
は
市
.揚
價
格
の
日
々
，の
變
動
*
;
: 

不
斷
の
進
退
張
她
を
生
起
す
。
遮
莫
善
良
に
整
頓
せ
ら 

れ
た
る
t
t愈
に
於
て
は> 
消
費
の
充
分
に
恒
常
絲

j

的 

な
る
財
货
の
市
場
償
格
は
內
在
偵
値
ょ
か
憲
ず
る
事

 ̂

遠
か
ら
を(pp. 

33- 39)

斯
ぐ
彼
れ
は
内
在
價
値.

め
：決
定
原
因
を
土
地
及
び
勞 

働
に
觉
め
た
る
も
、
然
も
此
二
要
素
の
孰
れ
かI 

?

 

以
て
物
仲
の
便
値
を
測
定
す
る
を
便
利
み
せ
るP

e
t
t
y

之
に
反
し
、
供
給
に
就
い
て
は
可
成
b
詳
細
な
る
論
述 

を
試
み
た
>
。
就
中
，
彼
れ
が
貴
幣
め
流
通
速
度
を
以 

，て
貴
幣
慎
値
決
定
原
因
と
な
し
た
，る
事
賞
は
正
に
吾
人
，
 

の
注
目
に
値
す
。
圓
ょ
-
^
流
通
速
度
は
旣
に

Petty, 

L
o
c
k
e
,

 
L
a
w
,

 

t
o
erkeley

等
の
寓
目
す
る
所
な
れ
共
、

貨
幣
價
値
に
關
聯
レ
て
之
を
說
び
る
は
彼
れ
を
以
て
嘴 

矢

i
な
す
可
し
。

「

凡
ゆ
る
：人
は
市
場
に
於
け
る
銀
の
豊
富
父
は
其
の

す
。】

一

世
紀
此
の
方
"

亜

来

利

加

ょ

ら

歐

洲

に

輸

致

せ

一

：：

，篇

第

五

章

に

於

て

都

鄙

の

間

に

物

價

め

差

異

の

存

在

す 

ら
れ
た
る
銀
の
數
*

は
經
驗
上
此
の
掠
理
な
る
を
瞪
明
る
事
を
明
細
に
說
明
し
&

都
市
就
中
首
庶
に
於
け
る
高
. 

す」
(P. 

2
1
2
)

「

吾
人
は
旣
に
ホ
場
に
於
け
る
級
の
流
價
は
貨
幣
流
通
額
の
大
な
る
に
歸
因
す
ビ
斷
定
し
な
る 

通
の
加
速
度
即
ち
ょ
0
太
な
る
速
度
は
或
る
程
度
迄
現
後
、
最
後
に
之
を
對
外
關
係
に
適
用
し
上
揭
の
言
説
を 

賞
の
銀
播
加
*
等̂
し
き
を
說
け
ね」

(P* 

2
1
3
)
(

彼
れ
は
™
な
せ
る
な
ね

)

先
さ
に
第
ニ
篇
第
圓
章
に
於
て
流
通
摔
度
を
詳
，述
‘

せ
：；I..-:

此
の
外
彼
れ
は
第
二
篇
エ̂̂
^̂

み
。
然S

i

共
、
之

は

L
o
c
k
e

其
の
他
の
'論
客
と
等
し
：

h

銀
の
増
減
に
就
：き
論
她
し
ハ
就
中
J
i
s 
^
^
驚

嘆

せ

く
货
將
必
要
額
の
問
題
に
■

聯
し
て
の
：事
な
み
、
：然
る 

に
上
揭
の1

#

は
货
慨
償
値
に
及
す
影
響
の
等
し
き
事
. 

を
意
味
す>

 

凡
ゆ
る
外
國
に
®

造

品

を

供

給

.す

る

帝

國 

又
は
玉
國
が
#
國
よ
ら
恒
に
塞
額
ネ
け
銀
を
收
む
る
如 

き
商
業
を
營
む
ご
せ
ぱ
、
流
通
額
は
外
國
よ
む
も
著
大 

:
a

み
> 
繊
は
よ
ら
豊
S

ど
な
か
"ァ
其
の
結
莱
±
地
及 

,
|
:び
勞
働
は
徐
々
に
高
偕
と
t

ん
"。一：斯
<
 H

這
般
の
國
；
 

家
は>

1:

此
0

情
勢
の
織
*
す

る

限
h

r
凡

ゆ

.
^
商

業

に 

於
，て
多
額
の
土
地
及
び
勞
働
對
し
少
額
の
出
地
及
び 

.勞
働
を
交
換
す
可
し」

(PPV 208-209)
(

彼
れ
は
第
二

じ
め
た
る
第
六
章
じ
於
て
金
银
織
發
の
物
慣
に
及
す 

影

響

.
^
細

殺

し

た

&

0
然
れ
共

：彼
れ
は
決
し
てliocke 

の
加
く
货
龄
の
市
場
償
値
を
以
て
特
殊
の
場
合
i

な
す 

も
の
に
あ
ら
や
。.
雨
者
は
货
粮
本
質
觀
を
根
本
的
に
異 

す
。
彼
れ
が
金
銀
增
減
の
物
偵
に
.及
す
影
響
を
論
述 

す
る
所
二
見L

o
c
k
e

の
陳
述
と
相
似
た
る
も
、
然
も 

彼
れ
が
市
揚
價
格
に
於
てL

o
c
k
e

の
思
想
を
踏
f
f
iせ 

K
yざ
臆
斷
す
る
が
如
き
は
甚
し
き

認

見
な
り
。
彼
れ 

が

L
o
c
k
e

並
び
に
其
の
流
れ
を
汲
め
る
人
々
の
賞
幣 

廣

値

論

を

紹

介

し

た

る

後

"
^

「

惟

ふ

に

市

場

に

於

け

る

辦

雜
十
九
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け
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货
粮
愼
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ニ
湖
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號

1
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雞

n
錄

ミ

:

购
仲
0

價
格
が
市
場
に
於
け
る
其
の
：數
量
、
銀
の
數
量 

:

,ざ
に
比
例
す
を1

舰
に
信
週
す
可
か
ら
や」

(： p. 

1
5
4
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と
言
へ
る
は
道
個
消
®

0

1

'
斑

お

露

呈

せ

る

も

の

，
ざ
.
言 

ふ
可
し
P(

彼
れ
は
殆
ご
偶
然
的
にr

仓
銀
は
他
め
商
a
 

:

及
ひ
穀
耿.VJ

同

し

く

，
入

か

其

に

認

む

る

所

の

價

値

'に 

比

例

し

て

ゆ

み

、

費

用

を

投

じ

生

産

せ

ら

る

」
〈
P. M

4
9
)

 

ぜ
言
へ
タ
。
然
れ
共
此
の
偶
然
的
片
語
を
以
ヤ
如
上
の 

彼
れ
の
生
意
を
擬
す
せ
能
は
や
5
0P 

彼
れ
の
見
解
ぼ
®

て
,

J
s
e
p
h
:

 H
a
r
r
i
s

の
專
承
す
る 

所
ぶ
'な-

V

ぬ
。
彼
れ
の
货
得
®
値
論
は
前
人
諧
般
の
見 

か
を
攝
取
敢
行
す
力
に
汲
.々

た
ら
し
者
な
&
。
彼
れ
ょ 

C
a
n
t
n
i
o
n

に做
.； S

て
自
然
便
格
.

市
場
®
格
と
を
對
立 

し

マ

前

者

を

後

者

の

歸

向

中

心

細

と

觀

"
更

自

然

價
 

格
の
決
定
原
因
を
土
地
？̂
'び
族
働(

，主

，さ
，し
‘て
.勞
働
.

)

. 

に
覓
め
た
.る
も
而
も
進
ん
で
市
揚
價
格
：に
論
入
す
る
や 

Qantillon 

を
去•ĉ

 

て 

L
o
c
k
e
,

 

H
u
f
n
e
,

 

M
o
n
t
e
s
q
u
i
e
u

の

.

一

派
；̂
就
け
ら
。
即
ち
彼
れ
は
其
の
決
定
原
因
を
货

ス
以
前
！
！
於
け
る
貨
懷
償
値
，論
の

！ 
0
0

域
！
號

1
0八

の
み
に
覓め

"
*

以
て
貴
®

®物
：！ ！

量
を
ぱ
等
K
 

關
係
.に
®

け
シ
。
彼
れ
ぱ
.自
然
價
格
.に
於
て
は
諧
多
'.の 

金
属
論
者
と
等
し
く
貴
.彼
を一

の
商
品
ご
S

た
な
。
然 

:

#

に
> 

市
'場
償
格
に
入
る
や
、
.貴

格

を

：.手

段

と
着
る
，t 

I

と
に

由
\
 N

>

れ
に
別
個
の
地
位
を
與
へ
た
.

0
.

。
從
ウ 

，て

.彼
れ
，.の
篇
.娘
は
.
Pら
か
.に
'前

後

捕

，着
.す

と

言

は

ざ

る 

可
か
ら
ず
。
彼
れ
は
：.先

づ

c
g
t
i
l
l
o
n

に
，做
ひ
う
、
、

I
,之
.が
決
定
.原
因
を
'土
地
、
勞
働
に
覓
む
0
、以
爲
ら
くr

雙 

'艘

が

其

の

：尊

嚴

を

特

纖

し

> 
便

値

尺

度

と

し

て

j

役
の 

會

敬

を

保

：持

せ

ん

が

爲

め

に

は

>
.
其

は

餘

ら

に

二

般

的 

'な

ら

す> 
廉
償̂

な

ら

，や

〜

過

多

な

ら

ず

、

又

任

意

K

增 

加
ず
る
能
は
す
、
即
ち
士
地
勞
働
に
多
大
の
願
慮
を
拂 

ふ
に
非
ざ
れ
ぱ
、
發
見
し
難
§

素
材
又
は
®

物
ょ
ら
.成 

る
を
‘
¥

。‘——

何

者

、

如

何

に

反

黯

の

事

賞

を

摘

'示 

せ

ん

と

肝

牆

を

.殺

將

又

皮

對

の

事

食

を

思

考

す

る
 

着
あ
ら
.

を
、
然
も
賀
#
は
他
貴
物
の
如
く
、
其
を
继 

#

ず
る
に
必
要
な
る
勞
§

び
韻
棘
に
比
例
し
、
其
の

i

i

i

n

s

i

.
i
i

y
i

.豐
ま
に
反
比®
し
て
，其
の.價
値
を
有
す
る
に
至
れ
ぱ
な
，
 

-̂
」(p. , 373)

然
れ
共
、
貴
麟
價
維
は
市
場
化
就
‘て
は
、 

其
の
素
材
，の
生
産
费
と
步
調
を
等
じ
ぅ
す
る
も
め
，に
あ 

S

Q
然
れ
.共
，又
，®

格
は
其©

生
産
費
に
歸

せ

ん

と

す

る

の

倾

旧

.

有̂
，す
づ
鎭
山
の
作
業
依
M

 

續
せ
ら
れ
そ
消
f

凌
®

し
て
地
会
の
分
.
S梢
加
す
る 

:

時

は

、

織

山

所

有

者

：の

支

I

 

tな
.る
か
，
成
は
寧
ろ 

槽
六
せ
る
に
拘
ら
す
、

該
增
加
；營
に
し
て
藏
匿
せ 

ら
る
ミ
と
な
ぐ
、
貴
弊
と
レ
て
流
域
揚
裡
.に
流
入
す 

る

だ

又
：は
金
银
器
に
製
造
せ
r
oる
\
時

は

、

此
の
：
地 

;

翁9:,:1

定
部
分
の
價
値
は
下
落
す
可
し
6
.
.是
、
其
の
'
.
^

,定

部

分

：
は

其

め
.齋

流

通

棚

：
に

：
於

け

る

，
ょ

ぢ

A

:

裔

量

の

，

.小
部
分
お
形
.成
す
る
'にレ至
れ
ぱ
な
ら
。
鯽
山
所
有
者
は 

少
額
の
利
潤
；
甘
ん
ず
る
か
；̂
:
又
は
彼
れ

の

作
業
を
其 

の
.所
麓
の
消
費
，鸯

12：

適
應
せ
し一
めざ
る
可

ら
す」

(
P
.

 

3
9
6 

と
。

斯
く
て
次
に
彼
れ
は'市
播
價
：格
に
論
及
し
、
先.づ：. r

.
o
c
k
e

の
^ISS,.

を
露
呈
し
'つA
日
く
、r

沉
，く
全
貨
物
：と 

:

交

換

せ

ら

る

、
貨

幣

に

#

ず

る
.！

は無際騰なり。
 

さ
れ
ぱ！

方
全
®

#
量
は
其
の
全
欲
望
を
超
過
す
る
こ 

す

な

ぐ

、
他

方

全

欲

望

は

：全

貴

#

®
を
®

過

せ

や

、
®
.

之
：. 

を

以

て

甘-ん
.
♦ざ

る
.'可
か
，ら'ず

。

蓋

，
し

货

幣

吾

、
々

*
A
 ̂

員
に
比
例
ぜ
し
V

べ
き
贫
物
衣
服
の
類
と
'巢
れ
ぱ
な 

み

0

故
に
貨
幣
が1；

社

會

全

：體

を

通
.じ

て

普

及

ず

る

-
や 

否
や
："
貨
僻
全
流
通
查
は
同1

劇
內
の
賣
賣
货
物
の
全

量
に
等
し
か
る
可
しf

c
p
p
'
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e
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「

休
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狀
態
即
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流
通
及
び
取
引
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幣
貨
物
は
鼓
に
'考
慮
に
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へ
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3
9

こ

ざ
論
じ
， 

更
に
論
步
を
進
め
、M

o
n
t
e
s
q
u
i
e
u

に
做
a
つ
、
、「

金 

銀
が
世
界
0
貴
幣
を
成
す
限
ら
、
該
金
愿
の
全
量
は
：之 

.

と

交
換
せ
ら
る
、
世
界
の
合
货
物

^
其
の
價
値
に
於
て 

等
し
か
る
可
し
"

I

方
の
全
部
は
他
方
の
全
部
な
る
如 

く
>
!
方
の
一
定
部
分
は
他
方
の一

定
部
分
た
る
可
し」
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さ
れ
ぱ1

闕
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於
け
る
货
路

雜
十
九
餘
n

o
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錄
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ミ
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以
前
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i

於ける貨跪の
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織
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.雜
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ス
ミ
ス
以
前
に
於
け
'る
货
幣
偵
値
論
の
ニ
潮
滴

ニ 0

■«

0
1
1

.
若
し
ぐ
は1

定
額
の
價
値
は
> 
流
通
貨
胳 

:

の
全
額
文
は
全
量
が
貴
僻
と
‘交
換
せ
ら
る
ぺ
き
其
の
國 

の

貴

物

全

體

に

比

例

し

て

或

は

，大

或

は

小

な
る
に
從
つ
一 

て
、
或
は
大
或
は
小
な

b」

o(

p，391)

以
上
の
如
く 

Petty, 

C
a
n
t
i
l
l
o
n
/
-
H
a
r
r
i
s

を
通
じ
て 

.
生
®

し
来
れ
る
自
然
偵
格
並
び
に
市
場
便
格
の
對
立
，
 

，は
、
翩
て
ス
ミ
ス
以
後
正
統
學
派
ゆ
踏
觀
す
る
所
と
な
：
 

ら

ぬ

。
へ

固

ょ

ら

是

等

雨

者

の

決

：定

.原
因
に
.就
て
は
ァ： 

R
i
c
a
r
d
o
,

 

senior, 

M
i
l
l
i

等
の
諸
論
者
殆
ん\
レ
悉

ぐ

其j 

の
所
見
を
多
少
異
に
；す
る
所
あ
な
と
雖"

1
1

潘
の
勤
立
一 

其
の
翁
梁
ビ
な
せ
る
一
謝
に
至
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て
は
即
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な 

(

小
幾
信
三
敎
授
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タ
カ
ル
ド
ォ
の
價
値
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-
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n
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u
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o
c
L
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o
l
i
t
i
q
u
e
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o
m
e
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こ
掘
ろ)

I

I

は
せ
の Î

avanzatl, Montanari, 
0
&
ぃ111,英
の
3
3
び̂
§ 

佛
のTurgot, 

Condillac

等
皆
然
ら
。
然
る
に
貨
粮
償 

値

論

上

狂
-
て̂
は
些
さ
か
其
の
趣
を
異
に
す
。
其
の 

货
很
本
醫
觀
ょb
生
起
す
るIs

然
の
歸
結
し
て
、
貨 

够
價
値
論
上
吾
人
に
論
譲
に
と
る
は

GaHani, Turgot, 

Condillac

に
.過
ぎ
ざ
る
な.

CN 。

G
a
l
l

に
從
へ
ぱ
货
粮
價
値
は
結
局
其
の
素
材
の
商 

品
し
て
の
價
値
に
外
な
ら
ず
ぅ
®
多
の
論
客
は
金
銀 

が
货
微
ご
し
て
の
用
途"
.吾
人
の
叢
氣&
又
は
國21̂

の 

ゾ
承
允
の
孰
れ
ょ
み
も
韻
生
せ
ざ
：る
眞
實
的
內
在
的
價
値 

(
V
e
r
s

 

va}ore 

i
n
t
r
i
n
s
e
c
s
)

わ
有
す
て
gふ
余

の
論
述
を 

認
む
る
な
ら
ん
。

——

次
に
余
は
彼
等
が
最
初
に
這
股 

の
內
在
的
價
徹
を
布
し
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
其
が
貨
幣 

ざ
し
て
ょ
り
も
地
金
叙

W

し
て
遙
か
に
多
ぐ
欲
求
し
、 

使
用
せ
ら
る
、
を

以
て
、
，
货
將ざ
し
て
使
用
せ
ら
る

、 

際
に
も
依
然
其
を
有
す
可
き
を
理
解
せ
し
め 
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1

1

般

鎭

濟

.價

値

論

上

に

認

め

ら

る

主

觀

客

觀

の

對

立 

I
は
等
ぐ
貨
悠
價
値
論
上
に
於
て
も
認
知
せ
ら
る
◊ 

‘

前
ニ I

節
に
M

な

客
觀
的
货
粮
慣
値
論
を
檢
时
し
た
る 

吾
人
は
"

次
に
主
觀
的
货
粮
價
.値
論
を
檢
厳
せ
んW

欲 

す
。
ス
ミ
ス
以
前
一
般
經
濟
價
値
論
に
在
.

て̂
は
-
主 

::

,̂

觀
的
倾
向
は
縱
令
へ
其
力
は
微
腐
た
&

ビ

も
恒
に
到
處 

に
閃
き
つ
\

あ

た

-

。̂
遠

は

A
r
i
s
t
o
t
l
e

ょ
&
降
て
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l
i
a
n
n
o

 

D
r
e
z
N
O

 

p
e
r

 
l、u

s
o

 

c
h
e

 

5>restano 

c
o
m
B
e
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a
s
s
a
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p
i
u

 

c
h
e

 
C
O
B
m
e

 

m
o
n
e
t
a
.

D
u

 

caloli 

d
i
e

 

c
o
n
t
e
m
a
n
o

 

questa 

v
e
rit'i)^

つ
て
彼 

れ
の
货
幣
價
値
諭
は1

般
經
濟
價
値
論
R

於
て
窺
知
せ 

一
ら
る
。
彼
れ

‘の1

般
經
濟
慎
値
論
は
著
名
な
る1
節
、 

j 

即
ち 

c
a
p
o

 

II. 

r>ldhfarazIone 

d
e

 

Principe 

o
n
d
e

 

一
 

n
a
s
c
e

 

il 

valore 

delie 

c
o
s
e

.
 tutte, 

Dell'utilita 

e 

d
d
l
a

 

radti, 

D
r
i
n
o
l
D
e
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del 

valore. 

s
r
 

responde 

a

 

m
o
l
t
e

 

o
b
j
e
c
z
k
m
l
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に
於
て
窺
知
せ
ら
る
。

一「

價
値
は
比
な
り
。
而
し
て
其
は
效
用
並
び
に
稀
少
性 

I

な
る
名
僻
の
表
現
す
る
ニ
個
の
比
ポ
ょ
ゎ
成
る
。——

、
| 
.人
生
に
有
用
な
る
要
素
た
る
空
氣
ご
水
が
其
の
稀
少
性 

一

を
缺
け
る
が
爲
め
に
、
何
等
の
價
値
を
も
有
せ
す
、
之

. 

に
反
し
"
*日
本
の
海
.岸
ょ
-

齋̂
ら
す
！
®
の
砂
は
假
令 

稀
少
な
る
も
の
な
な
之
も
、
特
殊
の
效
用
な
か
ら
せ
ぱ 

毫
麓
の
價
値
を
も
有
せ
'ざ
る
可
き
は
明
白
な
り」

(
p
p
.

な
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斯
く
て
彼
れ
は
效
用
並
び
に
稀
少
性
の
性
質
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餅

十

九

翁(

ニ
ニ)

難

錄

ス
以
前
に
於
け
る
：
§
慎
値
論
め

1f

湖
滴

の
檢
對
に

論
步
を
進
め
カ
タ
。
而し
て：

彼
れ
に

嘴
へ
ぱ 

效
用
ご
は
.普
人
に
幸
福
を
魔
ら
し
得
：る
：物
の
性
能

に
し 

て
、
稀
少
性

i
は
物
：の分
量
’

其
の
使
用yj.

の
.間
に
介
：
 

在
す
る
比
例
に
外
な
ら
ず
。

I;:

斯
く

.

彼
れ
の
内

狂
®

®
ミ
レ
て

論
中
る
.所
の
も
の
は 

使
用
價

値
に
外
な
ら

ず
、
绝

1
章
に
於

說

け

る

：所
ょ 

ら
觀
る

に
彼
れ
は
市
揚
價
格
を
認
め
、
：其
は
#

要
供
給
. 

の
M
係
に
由
り

®
せ
ら

ろ

\ 

な
せ
る
も
の 

>如
し

：

> 

彼
れ
は
供
給
の
増
.加
ぱ
貨
條
慣
値
の
下
落
*

来
す
も
、： 

，其

0
結
果
ご
し

'て
貴
金

® 
し
て
の
用
逾
臂
加
し
、

又 

採
掘
减
少
を

誘
致
す
る
を
以
‘て
ゾ
其
の
下
溶
は
ま
別
せ

1! 
ニ

て
、
貴
金
藤
の
價
値
を
變
動
：せ
し
め
、
然
も
進
か
！
其
：
 

を
減
少
せ
し
む
る
に
単
み
ぬ」

。(P

‘ 4
6
)
「

金

が(

腐
倾 

し
易
しV

T

云
ふ >

 

不
利
の
下
に
置
か
れ
た
ら
と
も
、
辦 

旦
ウ
從
前
よ
ら

0
(
評
.價

せ

ら

る

可

し

ご

は

言

ふ

を

得 

t

o
何
’者

其

が

軟

衆®
損

：し

易.

Jrv,

に
隨
伴
し
て
、
愈
 々

雜
々
尊
重
せ

ら

る

可

き

を

：以

て

な

み

」

。(
P
.

 

1
2
こ

 

如

上

のGa
l
i
a
a
i

の

見

解

は總
て

T
u
r
g
o
t

に

よ
&
 

佛國に移植せられ：

。彼れは直接：
に货

♦

償
値
：
 

に
偷
入
す
る
事
稀
れ
に
し
て
、
恒
に
货
幣
は
貨
物
は
外 

な
ら
ざ
る
を
强
調
カ
說
し
*

以
ヤ
，吾
人
のI

般
經 

値
論
を
參
照
せ
ん
こ
ご
を
覓
め
た
ら
0 R

e
f
l
e
x
i
o
n
s

 

s
u
r

.

.

,

こ
-
< 

H 

^

h

y 

I
^
e
l
i
c
j
a
o
n
s

 

siir

ら
るW

な
せ
々
。
又
彼
れ
は
盤
®

章
に
於
て
货
將
素
材\

la 
f
o
r
m
a
t
i
o
n

 

et 

la 

d
r

u
n

 

d
e
s

 

r
f
c
h
i
s

に
.4

た

る

金

銀

が

耐

久

性

を

失

ふ

消

は

"

其

0

供
給
減
少
し
.

て

は

貴

葉

®
観
を
論
逮
す
る
の
み
に
し
て
僅
：か
じj

て
货
赂
惯
値
の
下
5

紫
制
す
可
じ
£

|
じ

た， c^。

節
を
除
い
て
は
货
S

S

勿
論一

i

濟
f

 
„レ
も

(
P
P
,

 

^
M
. 

Ĥ̂ 
M

,
.
0
0
0
^

^
 

論
入
せ
ず
、v

a
l
s
r
s

 

et 

i
n
n
a
l
’es 

も
亦
貴
條
本
質
说

歐
き
存
在
せ
る
過
剩
の
該
數
？

吸

引

せ

え

其

の

€1

股
經
濟
濃
論
を
論
述
せ
る
の
み
に
し
て
ゅ
絕
し

ほ

例

し

？

。
. 

f

 

Iゥ
て
之
れ
が
明
I

る
I

I

年

常
時
の一

誉
簡
中
に
'發
‘見
す
-
0 ..

R
e
f
^
e
x
f
o
n
s

に
於
て
.說 

け
る
.所

は(
X
X
X
I
-
X
L
V
I
I
I
).

货
歉
は
本
質
的
に
货
物 

に
外
な
.，i
:ざ̂
る
事
、
從
P

て
雨
若
の
價
値
を
調
整
す
る 

理

法

は

一

な

る

事

を

最

も

：鮮

明

に

，表

現

し

ね

り

。

「
£
^

ゆ

本
奪
的
特
性
即
も
徵
値
の
測
定
並 

び
に
ま
現
な
る
性
質
を
有
す
.。
此
の
意
ほ4

^

於
て
.ル
ゆ 

る
貴
物
は
货
赂
な
◊
し
。(X

L
T
.

 

p
.、 2

8
)
「

逆
に
凡
ゆ
る 

貴
膝
は
本
質
的
に
貴
物
.な
な」

。(X
L
I
I
.

 

p
:
2
8

ン「

無
欧 

の
.異

れ

も

原

因

ほ

、

：

相

滅

力

し

ホ

：、
或

：

a

各
自
相
互
に
> 

.
或

は銀
ピ
比
厳
せ
ら
れ
ね
る
時
の
諧
貨
物
の
價
値
を
各 

喊
間
に
決
定
し
> 

以
て
木
斷
に
敬
搖
せ
し
む
。同

；！

の 

、原
因
は
或
は
各
個
の
貴
物
の
侧
値
.€
、
.成
は
，現
賞
'に
商 

業
場
®

に
.存
す
る
他
價
値
の
總
量
比
較
せ
ら
れ
た
る 

銀
の
價
値
を
決
定
し
、.
.且

つ

變

動

せ

；レ

む

し(
x
l
^
v
l
n
.

 

p. 

3
1
〕

又
：

V
a
l
e
u
r
s

 .et 

s
onnaies 

に
☆ 
t
 
ぶ
、
彼
れ

は
貴
粮
が
評
量
制
度
ょ
ら
個.數
制：

度

に

態

み

、
，.更

に

總 

て 

m
o
n
n
a
i
e
s

 

r
^
e
H
e
s

 

と m
o
n
n
a
l
e
s

 

d
e

 

c
o
m
p
t
e

 

rど '

i

I
1 ；
11.

■

第

十

九

卷

a

 

i)

雜

0

生

t
.る

に

至

る

雜

過

を

，詳

述

レ

た

：
今

後

，

 

m
o
n
n
a
i
e
s

 

d
e

 

c
o
m
p
t

や
は 

m
o
n
n
a
i
e
s

 

r
e
s
e
s

 

に
银
依
し
、；|1?̂111?

其
の

包
含
ず
る
所
の
金
銀
の
品
位
重
量
に

说
.賴
ずVJ

な
す 

i
斯
ぐ
て
彼
れ
は
經
濟
價
値
論
に
論
入
せ
&
。
今
報
に 

\

似
れ
.：の
見
♦

を
要
約
壞
示
す
れ
ぱ
，Va

l
e
u
r

 

e
s
t
i
m
a
t
i
v
e

 

.
は
ニ
徊
以
上
の
貴
物
の
效
用
を(

彼
れ
は
之
を
償
值
ご 

呼
べ
*
^
.1—

l
e

 j
u
d
g
e

 

p
r
o
p
r
e

 

a

 

s
a

 

j
o
u
i
s
s
a
n
c
e
,

 

n

 

.
.
t
r
o
u
v
e
r
a

 

ijollj 

e
t

 

c
e
t
t
e

 

b>ont6.. r
e
l
a
t
i
v
e

 

j
>
o
u
r
r
a
i
t

 

a
t
>
S
O
I
U
m
e
n
t

 

a
t
r
e

 

a
p
p
e
l

ホ 

v
a
l
e
u
r
,

 

p, 

8
0
)

比
較
し
、 

其
の
間
に
尊
重
の
順
位
を
立c

V

る
事
に
由
り
發
獨
す
る 

も

の

に

し

て

.、

其

の

決

定

原

因

は

現

在

の

欲

望

に

對

す 

る
適
合
性
ご
將
來
の
欲
望
に
對
す
適
合
性
ど
稀
少
性 

の 
ニ
1者
に
依
賴
し>

(
p
p
.

 

8
0
-8
2
) 

V
a
l
e
u
r

 appreciative 

は

v
aleur 

e
s
t
i
m
a
t
i
v
e

の
平
均
に
外
な
ら
ざ
る
な
.
=
^
o 

(p. 

S
6
)

此
の
價
値
論
が
等
し
ぐ
貴
幣
に
適
用
せ
ら
る
可
き
は
，

m

ス
以
前
に
於
け
る
货
僻
似.値論
のn

满
德

第
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!
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ス
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前
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る
賞
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値
論
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ニ
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流

添
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號

!
1

 SE

前
述
せ
る
彼
れ
の
货
幣
本

®

S
よ
り
觀
て
明
白
な
リ
。y

 

然
も
，彼
れ
は
前
述
せ
る1

ぐ
貴
僻
®
値
論
に
適
用
せ
る 

事
甚
だ
稀
れ
に
し
て
、
，吾
人
は
‘辛
ぅ
じ
て
次
の
ニ
引
用 

を
な
す
事
を
得
可
し
。：：
即
ぢ
彼
れ
は
前
掲
の
#

簡
ホ
に. 

於
て
日
く
、「

銀
が1

般
他
货
財
の
共
通
尺
度
れ
る
は
®
 

物
ざ
し
て
な
ら
。
記
號
た
ら
ず
。
卯
ち
其
は
該
金
屬
の 

!

片
に
附
與
せ
ら
れ
力
る
勝
手
氣
儘
な
る
約
定
に
®
る 

も
の
に
非
や
、
該
金
®
が
货
物
ご
し
て
諧
般
の
形
式
の 

下U

使
用
せ
ら
れ
得
る
其
め
K

能
に
某
さ
て
發
生
し
又 

幣
と
し
て
の
'使
用
に
由
み
，少
し
く
墙
大
せ
るV

a
l
e
u
r

v6 n
a
l
e

を
有
す
る
よ
ね
：>
:
吾
人
が
恒
に
該
金
®

に
價
値 

を
認
む
る
が
爲
め
な
b
'。
さ
れ
ば
金
は
其
の
稀
♦
性
よ 

力
其
；の
®

格
を
取
得
じ
、
.
又
同
時
に
商
品
.並

に
；尺

度

W
I 

し
て
使
用
せ
ら
る
、

は
不
利
な
ら
す
し
て
、
却
て
此
の 

1
1
S

癒
が
其
の
價
格
を
支
持
す」

(P. 9
S
；}

又Reflexions 

中 

^
C
L
V
l
i

 

I/uwasfe 

cTor 

et 

d
e

 

r
a
n
r
e
n
t

 …
c
o
m
m
e

な

る一

節
を
設
け
て
日
く
A
❖
人
が
彼
れ
の
過
剩
生
産 

物
を
.他
®
物
よ
ゎ
も
金
銀
交
換
せ
ん
ざ
欲
す
る
其
の 

熱
心
は
商
業
場
*

に
於
け
る
是
等1

1

種

の

金

®

の

债

航 

を
增
太
せ
し
め
ざ
る
を
得
ずJ

(
p
,

 

3
0

)

 

斯
く
彼
れ 

は
货
微
價
値
に
論
入
す
る
事
少
し
と
雖
> 
如
上
の1

1

齢 

克
く
彼
れ
の
货
幣
價
値
に
■
す
る
見
解
を
忖
度
せ
し

0
O

T
u
r
g
o
t

に
よ
.
樹
立
せ
ら
れ
な
る
這
般
の
主
觀
的
倾 

.向

を

助

長

し

つ

、

、

の

所

說

の

透

傲

に

於

て

"

彼

れ 

に

1

步
を
進
め
得
た
る
者
をEtienne 

w
o
n
n
o
t

 

& 

C
o
n
d
i
l
l
a
c

と
す
。
彼
れ
に
從
へ
ぱ
货
幣
は
一
の
商
品
に 

過
ぎ
ず
、
.其
の
價
値
は
主
ご
し
て
其
の
素
村
た
る
金
銀 

わ
商
品
と
し
て
の
價
値
に
依
®
す
。
從
つ
て
®
幣
價
値 

の
研
究
は
先
づ
其
の
素
材
の
商
品
し

.て
の
價
値
檢
^
^
 

よ
ゎ
.始
め
ざ
る
可
ら
ず
。
.愛
に
於
て
乎
"
彼

は

D
e
s

 

M
6
t
a
u
x

 

consici&i6s 
c
o
m
B
e

 

Marcliandise 

な
る 

j

i
度
け
て
日

J

.
 

'巧
®

ぐ
て
彼
等
が
金
風 

を
譜
般
の
用
途
に
充
て
ね
か
€
假{：

ル
す
。
，斯
る
假
の

下
，k
:於

；て

は

、

金

®

は

彼

等

に

ご

て

彼

等

の

欲

望

に
 

i
.
係ずる偕値を有，

の稀少なるか豐饒なる，

 

:か

に

随

伴

し

，て

"
，
否

寧

る

彼

等

の

其

の

稀

少

豊

饒

に

就 

い

て

有

す

：る

意

見

に

隨

伴

し

て

 

>
:高

低

す

，る

償

値

を

有 

:す

る

商

品

な-=
^

」

。CP, 

2
8
4
)
.
r

人

®

し

金

屬

の

適

す

る 

用
途
を
識
ら
ざ
れ
ば
、
.該
金
愿
は
全
然
無
效
用
な
る
可 

し
、斯
く
て
人
は
之
を
探
求
せ
す
、砂
碟
土
桃
の
間
に
遺 

.

.棄
レ
て
顧
み
ざ
る
可
し
。
，此
：の
：時
其
は
價
値
な
か
る
可 

L 

O然
る
に
ニ
度
其
の
效
兩
を
認
知
す
る
や
、
人
之
を
. 

探
求
し
"

其
®
稀
少
な
る
に
隨
伸
し
て
愈

.々

，之
を
熟
望 

す
可
く "

斯
く
て
其
總
t
,好

奇

心

の

對

象

ビ

な

る

可 

し
"
此
の
時
其
は
新
た
な
る
便
値
を
獲
得
す
べ
く
、
.其 

の
®

値
は
好
事
家
の
數
に
比
跳
す
。
稀
少
じ
し
て
好
奇 

心
め
對
象
な
も
を
思
料
せ
ら
る
、
や
、
其
は
®
て
裝
飾 

品
ご
な
る
可
く
，
斯
ぐ
て
此
の
新
た
な
を
用
途
は
其
に

新
化
な
る
俄
値
を
附
與
す
べ
し」

o(

p.
 

2
8
5
) 

'之
を 

リ
耍
約
す
れ
ぱ

彼
は
商
：品
ご
し
て
の
金
屬
の
價
値
は
效
用 

即
ち
用
途
換
言
ず
れ
ぱ

®
人
の
欲
望
に

派
依
し
、
從
つ 

て
新
た
な
る
用

*途
は
：新
た
な
る

價
値
を
附
加
し
、

又

其 

の
稀
少
豊
饒
に
比
側
し
て
吾
人
の
欲
望
は
增
減
す
る
を
. 

'以
て
ぁ
其
め
稀
少
は
其
の
價
値
を
大
な
ら
し
め
、

其
.の 

豊
饒
は
其
の
價
値
を
小
な
も
し
む

と
解
し
ね
る
な
シ
。

斯
く
論
じ
來
タ
て
、
彼
れ
.は
節
を
改
め
货
幣
と
な
れ 

る
金
銀
も
依
然
商
品
た
る
可
ぐ
、
從
ウ
て
®
僻
と

し
て
.
 

の
金
.叙
價
値
も
依
然
如
上
の
法
則
に
支
配
せ
ら
る
可
き 

を
說
く
。
即
ち
 

D
e
s

 

m
£
t
a
u
x

 

consid

ホ6 s 

c
o
m
m
e

 

m
o
n
n
a
l
e

に
於
て
日
く
、「

货
悠
と
な
る
も
金
鶴
は
依 

然
商
品
た
る
を
免
れ
ず
、
其
は
新
た
な
る
稱
呼
を
附
與 

せ
ら
る
、
も
、其
の
.恒
に
在
り
し
所
の
も
の
に
外
な
ら 

す
"
若
し
其
が
商
品
と
し
て
の便
.値
を
保
待
せ
す
ぱ
、 

.其
は
貴
將
と
し
て
の便
値
を
有
せ
ざ
る
可
し

」

"(P. 

2
S9

)

と
。
斯
く
て
日
く
、

幣

y/

し
て
用
ら
る
、
や
、

現

第
十
九
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!
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錄

ス
以
前L：

於
け
る
货
⑩
償
値
論
の
ニ
湖
流

第一

號

1
!

五

1



银
十
九
‘を

U

 

H

C

離

.0

ズ
ミ
ス
以
前
に
於
け
る
货
常
愤
値
論
の！1

湖
流

俄！

號

-H

ハ

忿
銀
は
新4̂

,

な
る
用
途
、
新
た
な
る
效
用
を
得
來
も
て
i 

其
は
新
た
な
る
便
値
を
取
得
す
べ
し」

◊
(
？
. 

2
9
0
)

と
リ 

，"斯
'
-艘̂
だ
顽
强
な
る
屬
生
義
断
見
解
を
流
露
し
來
b
 

‘セ
丧
後
に
、
彼
は
反
®

論

紫

の

牙

營

に

迫

る

"

日

く

で 

「

吾
人
は
本
節
を
終
る
に
當
ヶ
、货
狼
を
諧
物
仲
の
便
®

.
の
表
彰
な
.り
と
思
料
す
る
論
紫
は
"
，货
僻
を
*は
氣
條
に 

選
定
せ
ら
れ
力
る
象
徵
に
し
て
、
發
明
に
ょ
る
價
値
を 

有

す

る

の

み

と

な

す

も

の

、
如
き
を
双
て
其
甚
だ
不
正 

確
な
る
こ
と
を1

言
せ
ん
と
欲
す
。
若
し
.彼
等
じ
て 

該
金
風
が
货
激
た
る
化
先
ち
て
商
品
た
ら
し
.事
及
，び
.其 

は
依
然
商
品
た
る
事
を
認
知
せ
ば
彼
等
は
其
が
凡
ゆ 

.る
®
:
®の
尺
度W

し
て
適
當
な
る
は
、
其
が
凡
ゆ
る
發 

明

ょ

ら

，獨

立

し

.，て
、

夫

自

體

慎
.値
を
有
す
る
.が
.故
な
る 

-

を
悟
る
に
至
ら
む」

。(P. 

2
9
0
)

と
。
斯
く
金
娘
の
價
値 

を
論
じ
來
ウ
て
彼
れ
は
マ
他
物
仲
が
交
換
に
.於
て
相
a
 

に
他
の
價
格
を
形
成
す
る
ざ
等
し
く
"

其V

他
物
件VJ

於
け
る
如
く
其
の
條
多
稀
少
及
び
廣
爭
の
有
無
大
小
に 

•
H
0支
配
せ
ら
る
，
な
せ
リ
。
即
ち
日
ぐ
>「

吾
人
は
先 

に
交
換
に
於
て
物
件
は
相
互
：に
他
の
價
格
，̂
成
すマ：；

附 

へ
り
。
而
し
て
吾
人
は
鼓
に
銀
が
彼
の
購
入
せ
る
物
の 

‘懷
値
の
尺
度
：た
ら
ば
.、
其
の
購
入
せ
る
物
の
價
値
は
#7 

し
ぐ
銀
の
價
値
の
尺
度
た
る
可
.n,

を
謂
は
ん
ざ
欲
す
し
。
 

(P, 

2
9
1
)

と
。
彼
れ
の
見
解
は
更
に
降
つ
てD

e

 

k

 

リ

v
a
l
e
u
r

 

c
o
m
j
p
a
r
e
e

 

d
e

 

m
e
t
a
u
x

 

c3out: 

o
u faft 

k
s

m
o
n
n
a
f
e
s

に
入
る
や
愈
々
明
晰
を
加
ふ
。
.即
も
、「

货 

ざ

し
て
，使

用

せ

ら

る

、
金
：錄

銅

は

他

物

#

の

如
く 
§

 

の
，效
用
に
激
依
す
る
值
値
を
有
し
、
其
は
吾
人
の
或
は 

稀
少
な
6

、
或
は
豊
鶴
な
ら
と
.刺
斷
す
る
所
に
随
伴
し 

て
、
或
は
.增
加
し
、
成
は
減
少
す」

(pp. 

3
1
5
.
3

ひ)

i 

i
i

へ
ひ

0

以
上
の
如
く
し
てG

a
l
i
i
n
i

に
ょ
ヶ
览
さ

れ 

た
る
E

.子

を

培

養

し

ウ

 

>で
侧
國
に
於
け
る
主
觀
的
倾 

向

を

樹

^
^
し

た

る
T
u
r
g
o
t
,

並
び
に
效
用
及
び稀

.
，

少
性

の
先
觸c

o
n
i
a
c

の
：
所

說

は

ミ

ス

^
^
後

も

佛

國

詣
 

論
客
の
繼
濟
す
る
所
ざ
な
ヶ
ぬ
。
，圓
ょ
ら
客
觀
的
倾
向 

を
加
‘味
し
來
れ
る一

事
は
#

分
にI

I

知
せ
ら
る
-、
も
"

I:

れ
前
：述

賞i

値
論
の
影
響
浸
.调
の
結
柴
と
し
て)

而
も 

猶
評
便
主
體
强
調
の
倾
向
は
其
の
胸
庇
深
ぐ
流
れ
つ
.
、
• 

あ
ら
た
，&
。
，
.

k

-

:

... 

,
^
!1人
は
以
上
，三
節
に
宜<
金̂
厲
主
義
货
幣
價
値
論
の
：
 

槪
略
を
檢
M
し
了
れ
も
。
從
ウ
て
吾
人
は
获
に
彼
等
の 

ぐ
解
.

5̂:

要
約
糧
不
ず
べ
し
。

I

彼
等
に
從
★
ぱマ

：：：：：
，：， 

りI

ゲ
貴
海
價
値
は
主
ビ
し
て
其
の
實
體

i

値
ょ
い4

ル
わ 

を

な

す

。
：
：
然

ら

ぱ

货

粮

の

賞

®

慣

値

と

は

何

を

意

味

す 

-

る
に
货
粮
の
赏
體
價
値
は
其
の
素
林
の

.商
品
. 

と
し
て
有
す
る
價
値
に
外
な
ら
ざ
る
な
り
。
莊
に
於
て 

乎
、▲
等
は
货
幣
價
値
論
に
於
：て
：も
經
濟
慣
値
論
：に
於 

て

独

れ

を

所

を

遇

れ

-
^
。

卯

ち

彼

等

は 

貴

银

價

値̂ 

i

，
に.由
-
^
傳

せ

ら

る

、

と
な
せ
り
。
從
ウ
て
彼
等
は
或
は
評
價
客
體
を
强
調
す 

.
‘
る

事

に

由

ら

客

體

的

®
#慣
値
論
を
奉
じ

(

懲

一

節
、

::

第
三
節)

或
は
評
價
主
體
を
高
調
す
る
事
じ
*
タ
主
觀 

一
的
货
幣
價
値
論
を
唱
へ
？

，(

館
四
節
；

n

部
の
論
客
：
 

は
货
粮
が
貨
格
官
能
を
*

す
事
に
由
ら
生
ず
る
便
値
、 

所
謂
職
能
慣
値
を
認
め4

^

る
も
> 

然
も
這
般
の
用
途
も 

亦
唯
取
に
裝
偷
用
、
エ
»

月
の
失
れ
ご
，等
し
さ
"
用
途 

に
外
な
ら
ず
ざ
し
-
*而
も
#

を
輕
視
し
> 
以
て
前
述
の 

.立
場
お
圓
守
し
た
も
。r
之
を
耍
す
る
.に
、
彼
等
は
全
く 

「

货
赂
は
賞
體
價
値
を
有
す
る
の
故
に
®
®
官
能
を
營 

み

得」

て
，，ふ
®

礎
の
上
に
立c

y

も
の
ざ
す
ひ 

然
る
に
第
一
節
に
於
て
述
べ
た
る
が
如
く
"
货
艘
は 

次
第
に
其
の
'實
體
ょ
ひ
作
用U

向
て
發
達
す
る
の
倾 

:

向
を
有
す
。
货
粮
官
能
0
發
逵

は

^
愈

々

餘

々

货

粮

に

對 

す
る
其
の
內
客
の
直
接
的
意
義
を
減
殺
せ
し
む
。
此
の 

倾
向
は
.一

部
論
者
を
し
て
银
し
て
货
幣
が
這
般
の
宵
能

1

第
十
九
卷(

1
】

七〕

雜

鋒
-

ス
ミ
^
;
以
前
に
於
げ
る
货
德
似
値
購
の
ニ
湖
流
ー

箱
！
熱

七



雜
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1

1

6
離

,
錄

乂
以
前
に
於
け
る
貨
懷
廣
直
論
の
二
潮
流

! 

I

八

I

を
果
す
爲：
め
に
賞
體
價
値
を
必
須
條
仲
ご
す
も
や
を
疑 

:
し
む
る
に
至
斯
く
て
寛
に
彼
等
は

货

價

赠

ね

い

い

.

ん

斷

い

も

の

な
&

y」

論
す
る
に
至
れ
り
0
而

し

て

，
此

の

見

解

を

抱

持

せ

る

.
, 

-

——

：
 

, 

.
,
.
.
. 

-.-

' 

‘ 

.

一
r-

..

者
決
し
て
®

少
な
ら
ざ
タ
し
も
、
ク
ミ
ダ

以

後

現

出

，せ 

る
金
®

主
義
全
®

の
偽
め
礎
遏
せ
ら
れ
て"

學
者
の
服 

.
に
映
ず
る
事
稀
れ
び

-̂き
。

然

る

に

近

時

に

於
？：>

る

名 

目
主
義
の
播M

と
共
に
> 
次
球
に
人
々
の
注
意
を
喚
想 

ザ

る

に

，
至

れi
然
ら
ぱ
常
時
の
論
紫
の
賞
體
價
値
否 

定
は
货
都
の
無
價
値
と
な
る
こ>

>

 
を
：意
咏
し
た
る
や
。
 

あ
ら
す
。：彼
等
は
货
懷
の
所
謂
.
®能

'繼

を

認

め

た

る
 

も
の
の
如
し
。
而
も
彼
等
は
货
被
の
手
段
た
る
事
を
飽 

:

ぐ

迄

：正

視

し

、
，
這

般

の

價

値

を

、

財

货

の

價

値

と

同

J 

範
嚼
に
®

せ
し
む
る
事
な
か
レ
き
。
然
ら
ぱ
更
に
、.
彼 

等
は
®

僻
の
實
體
的
®

®
を
ぐ
拒
否
せ
る
や
。
あ
ら
す
。
，
 

彼
等
は
償
値
®
情
の
彼
方
に
存
す
る
術
上
の
問
題
ょ

raising^ 

t
h
e

 

V
a
l
u
e

 

o
f M

o
n
e
v
>

 

r
I
6
9
6
)

菩
人
は
今B

a
r
b
o
a

の
見
解
に
論
入
す
る
に
先
だ
ち 

中
世
に
，於
て
旺
盛
な
-

し̂
货
將
價
値
法
定
論
とK

n
a
p
p

 

願
現
以
來
、
今
や
僚
原
の
火
の
如
ぐ
學
に
傳
唱
せ
ら
；：
 

ツ
る>

法

制

的

名

目

學

說

，
ど

を

®

地
し
，
其
の
異
同
を
鮮
，
 

明
な
.：s
し̂
，̂
る
の
必
要
を
認
む
。I

館

I

じ
货
俄
本
質
®
 

に
於
て

,
前
者
はAristotle 

‘
の
；影
響
の
下
に
货
僻
の 

起
原
を
物
♦
交
換
の
不
便
に
'歸
し
"

其
の
：胸
底
k

於
て 

貨
幣
の
®

體
價
値
を
必
要
：ざ
鶴
た
る
P

對
し
.、
後
#
は 

货
鞭
を
以
て
國
家
法
制
の
所
産
な
b

と
し
"':

货
悠
は
何 

等
®

體
慣
値
た
る
を
要
せ
ず
と
論
じ
、
以
て
之
を
金
網
：
' 

の
某
礎
ょ
ら
解
放
し
だ
.
=
。̂：次
に
货
#
價
値
論
上
に
於 

じ
て
ぐ
前
者
ば
國
家
克
く
货
將
價
値X

货4
5

購
買
力
V

を 

.も
確i

ル•す
ご
な
せ
る
に
激
し
*
後
ポ
は
國
家
は
唯
联
じ 

貨
假
各
個
片
に
稱
呼
を
附
與
す
る
の
み
と
な
す
。
此
の 

黯
に
關
し
> K
n
a
p
p

並
び
に
其
の
流
れ
を
汲
め
る
人
 々

i
 L

i
e
f
m
a
n
n

と
の
問
に一

論
爭
の
器
起
せ
ら
れ
た
る

hy.
ら
之
を
必
要
と
な
せ
り
。

(

從
つ
て
後
世
に
於
け
る 

L
i
e
f
m
a
n
n

流
の
見
*

は

:rス
以
前
の
謝
論
者
の
上
に 

は
其
の
片
影
を
だ
も
認
め
ず)

然
ら
ぱ
次
に
彼
等
は
®

彼
が
賞
働
®
値
な
く
し
て
克
く
貴
粮
官
能
を
營
み
得
る 

に
至
れ
る
理
由
を
那
邊
に
觉
め
た
る
や
。
此
の

®

漠50 

:し
て
定
か
な
ら
す
。
或

は「

國
家
の
權
咸」

と
言
ひ
、

成
は「

國
民
の
信
賴J

と
言
ひ
、
或

は「

國
民
の
嚴
允」

ご

稱

し.，
或

は「

文

明

の

進

：步

J

と
稱
し
、
典
のf
 

を
®
促
す
る
に
苦
し
む
。
從
つ
て
吾
人
は
親
今
め
眼
ょ 

な
觀
て
如
何
に
解
す
る
が
仓
卸
.的
な
め
や
に
就
て
論
じ 

.得
る
の
み
。
以
下
順
次
之
を
述
べ
ん
。

货
粮
價
値
は
國
家
の
權
威
に
週
依
す
と
な
す
說
の
研

參
考
、
#

Nicho-jbs Barbon: A

 Discourse Concerning the N
e
w

 Money

1 j

かht

力

r, 

Ar>$wer t:o JVIr* 
Lock

を 

cosideration abctrt

は
周
く
人
の
知
る
所
な
り
。
即
ちl

i
e
f
m
a
n
n

はK
d
a
p
p

 

が
货
®
 

0
購
買
力
も
國
家
の
決
究
す
る
所
と
な
せ
る
が 

如
く
曲
解
し
て
國
家
的
學
說
を
非
難
し

‘

之
に
對
し

‘

K
n
a
p
p

は
其
の
著
第
！
 ！

版
以

後

卷
末
に
於

て

、

货
悠
の 

購
買
力
は
貨
幣
の
國
家
的
事
說
の
全
然
關
知
せ
：ざ
る 

所
、
ニ
般
雜
濟
理
論
の
問
題
に
馬
し
"
國
家
は
货
煎
の 

各
個
片
に
通
用
力
"
價
値
名
稱
の
表
示
を
附
與
す
る
の 

み
ご
釋
明
し
、H

e
U
f
erich, 

B
e
n
d
f
x
e
n

等
は
彼
れ
め
學

說
は
货
幣
價
値
の
問
題
に
關
與
せ
や
、
而
も
其
は
彼
れ 

の
.純
法
制
的
考
察
方
法
に
随
伴
す
る
當
然
の
結
果
な
り 

一
ざ
辯
譲
に
務
め4

^

み
。
固
ょ
ゥ
中
世
に
在
&

て
も
> 
其

，

の
末
期
至
れ
ぱ
國
家
が
货
俄
.購
賈
力
を
も
確
定
す
ご 

な
す
の
不
合
理
な
☆
を
說
け
る
者
な
き
R

は
非
ら
す
。
 

. 

例

へ

ぱ

吾

人

は

之

を

H
h
o
m
a
s

 

A
q
u
i
n
a
s

に
、
又 

M
o
l
i
n
a
e
u
s

に
認
む
t

雖
も
、
然
も
大
勢
は
法
足
論
に 

倾
さ
つ
、
あ
ら
ぬ
。
斯
ぐ
て
此
の
倾
向
は
近
世
に
入
る 

も
全
く
衰
減
す
る
に
至
ら
ず
> L

e

 

w
r
e
t

 

R H
e
r
m
a
n
n

然

十

九

愈(

ニ

九)

雜

錄

な

以
前
K
於
け
る

货

債
値
論
の

湖
流



f

i

l

l

 

一

の
な
：̂

◊
而
も
彼
れ
が
货I

?

便
値
も
亦
國
家
の
決
定
すI 

る
所
ご
な
せ
る

.は
中
世
に
於
け
る
法
定
論
の
®

見
よ
.

OS

. 

脱
，す
る
能
は
ざ

h
sし
も
の
な
ゎ
0

狗
に
彼
れ
は
；賀
將
の
一 

.
本
質
を
ば
"

國
家
の
權
威
を
招
引
し
て
說
明
し
シ
以
て
‘ 

時
流
に
挺
ん
で
た
る
と
同
時
.に
、
國
家
の
權
威
を
E

當
‘ \ 

な
る
範
圓
に
限
局
す
.べ
き
をD

I

れ
、
以
て
時
流
に
被
れI 

ね
タ
。S

e
w
a
l
i

は
彼
れ
を
評
し
て
日
く…

彼
：れ
は
大
な

.\ 

る
一
誤
®

を
犯
せ
タ
。
彼
れ
は
錯
货
の
價
値
は
政
瓶
に\ 

由

り

鎭

货

に

附

せ

ら

れ

：力

；る

-刻

印

に

，
依

賴

す

と

.思
‘
考

し 

^

な
。
此
の
®

見
，

」

そ
彼
れ
の
驚
が
パ
其
め
：偉
大
な
、
 

る
效
續
に
も
，
拘
ら
ず
、

陷
れ
る

'M

i
糊
の
根
因
な
れ

:
第
十
九
を(

ニ 

5)
：

雜

錄

ス
ミ
ス
以
前
！：

i

•於
け
る
貨
懷
傻
値
输
の
ニ
潮
流
/

然I

號

ニ

§
 

P

I

チ
に
其
の
.餘
映
を
停
め
れ
&
。
 

V

彼
れ
.は

自

ら

其

の

卷

頭

に

於

て

自

己

の

，意

見

を

耍

約 

然
&

ぱ

の

：
£
^
'
は̂

谋

の

孰

れ

に
.聘
す
る
や
。

揭
示
せ
ね
ぐ
货
银
は

'‘其
を
鎭
造
せ
る
政
賺
の
地
威

.* 

i,

依 

.彼
れ
が
货
傲
は
其
の
赏
體
慣
値
に
倚
藉
，す
る
こ

€な
：：

タ

て

商

業

の

要

具

.た
，&

◊

其

の

價

値

は

各

片

の

刻

印

容

く

其

は

r

に
國
家
め
ぉ
威
に
憑
依
す
と
な
せ
る
は

.
粮
に
據
.か
知
悉
せ
ら
る」

(The: contentes)
「

货

は

ず
.に
ま
ま
に
於
け
る
®

家
的
學
說
の
先
®

を
示
，せ
る
も
一
其
の
內
容
た
る
未
錯
銀
ビ
異
る
。
政
府
は
貴
僻
各
個
片 

の
？

" 

t

r

.
ゾ
に
對
し
、

普
通
内
在
す
る
銀
價
以
上
の
確
定
せ
る
價
値

を
附
與
す

J
r (Ibid.)

「

人
々
の

®
般
の
他

®
物
：に
謝 

:

し
授
受
し
契
約
す
る
所
の
も
の
は
貴

#
に
し
て
、

敷 

，
に
據
ー◊
て
凡
ゆ
る
他
財
货
の
價
値
を
算
定
す
。
彼
等
は

. 

各
片
內
の
純
銀
量
よ
ク
も
寧K

®

鞭
の
刻
印
*
通
價
を 

注
意
す』

(Iblu)

更
、に

'其
の
本
文
に
於
て
日
く
、r

货 

，幣
は
通
常
成
金

.屬
よ
，.ね

成

る

然

も

其

は

絕

體

の

必
 

:

要
よ
り
も
寧
ろ
便
宜
よ

ら
出
づ
。
即
ち
其
の
價
處
は

公
：
 

;
#威
に由

-̂
^

て
發
生
す
る

.が
故
に
、

其
は
，便
宜
に
し
て 

等
し
ぐ
偽
造
を
豫
防
し
得
可
き
或
他
財
に
働
し
て
も
等

し
く
設
す
る
を
得
べ
し
。G
u
i
n
e
y

の
或
地
方
に
於
て

tmC

趣

；
 ̂以
7て

貨

&

と

な

：；̂
 る 

-

i
l
i
i
i
i
i
i
l
i
p
l
l
i
i
i
i
i
l
i
i
i
i
i
f
e
^
i
l

鄰
上
‘の
引
用
よ
り
刺
斷
す
れ
ば
，
彼
れ
は
明
白
，に
貧 

彼
價
値
は
國
家
の
，法
定
す
る
所W
な
せ
む
と
言
は
ざ
る 

可
か
ら
す
。
然
れ
共
、
爱
に
彼
れ
の
算
意
那
邊
に
存
す 

る
‘や
を
疑
は
し
む
る

1

觸

あ

-
^
。

即

ち

最

後

の

1

節 

o£ Raising 

the 

V
a
l
u
e

 

of 

IVEOney, 

with the c
a
u
s
e
d

 
o
f

 it, and' the 

E
f
f
e
c
f
s

に
於
て
、
彼
は「

若
し
薄
本
位

に
從
ウ
て
货
幣
改
鋳
を
行
ふ
時
は

"

法̂
'律

の

厳

禁

に

も 

ー
拘
ら
す
、
鶴
造
せ
ら
る
/
と̂
共
に
储
®

さ

れ

"

拉

去

サ 

も
れ
、
斯
く
て
货
幣
は
缺
乏
し
、
其
の
結
嚴
商
業
は
休 

止
の
狀
態
に
ま
な
> 

ゆ
る
货
物
の
價
'格
は
下
痛
すV

 

レ」
(P* 

9
2
)

ざ
言
へ
ら
。
货
條
數
量
の
增
減
が
物
W

高 

低
を
生
起
す
ざ
な
す
、
此
の
一
節
よ
b

剑

斷

す

れ

ば

"
^
彼 

れ
は
決
し
て
貴
幣
價
値
は
货
粮
極
印
に
依
®

し
、
從
，つ 

て
更
に
公
權
威
に
週
依
す
と
な
せ
る
者
に
あ
ら
や
、
吾 

人
は
彼
れ
の
®

#
價
値
な
る
用
語
は
.単
な
る
稱
呼
を
意 

味
ず
る
も
の
と
.解せざるれ得す然れ

.共
、
.
此
の
.見 

解
は
詣
論
客
の
反
骤
す
を
所
な
お
。
例
へ
ぱ
ぎ

i

e

f 

.
思
料
せ
，ら
、る

.

.

t(op

い
.

ctt.

f

を.

i

!■

u

y

s

E

^

l-
w
w

1
3
)

を
。
' 

.
更
に
降
0

て
彼
れ
P

政
鹿
の
附
與
す
と 

一
が
す
ぱ
単
な
る
稱
呼
に
あ
ら
：'さ
る
を
露
#

し

：
つ
，
\

日 

N
-、
「

何

癒

と

雖

、

夫

自

^

.

#

價

條

又

は

僧

格

を

有 

せ
す 
>
:
存
ゆ
る
物
の
低 1̂

:

が
其
の
用
ょ
り
發
生
ず
る
の 

黨
®

を
以
で
愿
な
り5<J

せ

ん

か

"
*
货

粮

が

之

に

對

す

る 

瓜
ふ
大
な
る
に
S

&
地
金
若
し
く
は
印
劾
を
保
持
す
る 

:

金
嵐
以
上
の
價
値
を
有
し 
>
.
風

し

て

政

庇

が

商

人

及

び 

エ

の

.其
：
の

財

货

及

び

商

：

.品
に
：對#
る
€
等
し
く "

，
其 

ゆ
®
®
に
對
し
て
偕
値
又
は
僧
格
を
設
究
確
保
す
る
の 

力
を
有
ず
る
は
敢
て
異
と
.す
る
に
足
ら
ざ
る
な
み

」

 

(
P
.

 

2
7
)

，

『

加
之
"
，
其
が
政
府
の
機
威
に
據
も
て
通
用
：法
，
 

货
た
る
.

§

資
格S

j

 

m
m
せ
ら
れ
> 
有
，ゆ
る
人
は
之
を
收
、
 

を
す
：る
0

義
務
ぁ
ら
▼

斯
く
て
何
人
？̂
雖
、；
他
0

者
が 

同

.
一

價

値

に

雜

し

®

び

彼

れ

ょ

ら

之

を

牧

受

せ

ざ

る

を 

徵
ざ
：る
を
以
て
、
之
を
受
理
す
る
に
由
ら
損
失
を
受
く 

:

を
々
A

あ
得
可
ら
ざ
る
ル
事
賞
は
、
：；

|S!

に
货
條
價
値 

に
對
す
る
海
力
な
る
理
由
な
‘み」

(P. 

2
8
)

と

第

十

九

盤(
一:1

二〕

雜
維
ス
ミ
ス
以
飾
じ
於
ホ
ろ
貨

S慎
値
論
の
ニ
湖
流

第
！號



mm
園

J
i
l
l
s

は

「

彼
れ
は1

國
に
於
け
る
货
幣
の
缺
乏
は
消
費
減
少
と
な
す
說
は
其
の
跡
を
絕
つ
に
至
な
ぬ
。(

前
揭B

a
r
b
o
n

 

の
結
来
£

て
物
價
を
T

博
せ
し
一
む
i

へ

お

將

に

S

籍
內
容
は
高
橋
誠r

郞
敎
授「

7

ク
i

ス
卿 

::

細
*

せ
ん
ど
す
る
に
當
ら
て
な
，せ
る
此
の
不
手
際
な
る
：

の
货
輕
改
鋳
を
中
心yj:

し
て
喚
起
せ
ら
れ
た
る

®|
h

偷 

容
認
は
、
彼
れ
が
便
値
確
を
て
單
に
銀
魏
許
を
志
"

争」

' 

.

(

其
四X

本
誌
館
十
三
.卷
第
ミ
號
x
n
經
濟
學
史
两 

と
呼
®

す
る
や
を
®

味
し
、：物
慣
を
該
志
の
流
通
量
に
，y

究」

自
六
八
七
寅
至
七I

五
更
.

)

.
中
に
詳
述
せ
ら
る)o 

依
賴
せ
し
め
た-CV

ビ
解
す
れ
ば
、
恐
ら
ぐ
矛
盾
な
さ
をI

 

.

モ

得
べ
し
。然
れ
典
此
の
A

释
は
！
^
當
な
ら
ざ
るが
如
し
。

I 

£ 

v»

■ 

c
. 
、
： 

. 

V
V 

.

.
 

價
値
は
'

常̂
供
給
の
み
に
由
-

交̂

配

、ら
る
？

バ
i

加
へ

"

"
\ 

i

 

l

i

l

f

l

f

 

の

f
 

.
i 

V

 

一
 

. ！

問
に
相
等
性
の
定
立
せ
ら
る
と
な
す
說
の
奸
究 

斯
く 

B
a
r
b
o
n

は 

<
か
1
0づ
1
3
|
>
0
3
1
ぎ

の

|
|
見

に

陷

參

臂

書

れ
る
が
如
し
彼
れ
以
後
の
有
ゆ
る
論
者
は
克
ぐj
 

u

i

l

;

l
 

I

 

M
I
e

 

i

 

這
個
の
，誤
&

よ
/
^免

る

\
を

得

た

け

バ

之

と

同

時

に

彼

Economisti 

Classici Italiani de 

economie 

PQlitica. 

P

I 

-

等
は
货
離
に
對
す
る
正

當
な
ろ
國

家

'
の

作
旧
を
も
沒
却 

一.

|
,
,
.
| 

I
L
1804.

に
據る)

し
て
f

 

f

さ)

香
人
は
I

の
論
客
が
I

價

.

M

l

!
 

I
 

M
o
a
&
1

(

同
上
？

•
 
,
 

.

. 

-----

.

.
■
 
:.
 

■
 
!;. 

J y 

.

値

法"5̂

 
識

，の

不

合

ほ

を

論

難

せ

る

を

聽

く

。

H
a
r
r
i
s
" 

C

 

de. 

S 
‘ Montesquil 
ロ
：
 

1/espr‘it des 

lois(£74 s;> 

pourrit

G
a

l

の
如
.
r
cは
特
に一

節
を
設
け
て
之
が
攻
撃
に
務
.

が'
S
a
m 

a
. 

MS34 

：>
John Locke: 

S
O
B
e

 consideration 

of 

the 

consequences 

o
f 

め
力
.ゎ

取

く 
し
て
賞
▲姬
價
値
の
國
家
植
.威
に
藤
依
す
 

the .towering Inter? t,... and Raisinf̂
.: the .value of 

.
 Money:

.la a Tetter 

t
o 

a 

m
e
m
?

 

o
f 

pariaints 

(1692〕
D

a
v

i
d

る
や
な
-

crv。

彼
等
は
殆'V」

悉
く
成
は
明
言
し
て
或
は
晴 

W

I
 

p
a 

默
の
®

に

「

國
民
の
濟
允」

な
る
*

だ

漠

然

-
?
:
^
る

論

據 

.
ふ

ィ

，
 

r
- 

I 

V 

:

:

.

じ
立
て
を
0
吾
人
は
全
く
彼
等
の
眞
意
を
か 
>
る
不
充 

.

最
後
I

節
に
於
て
論
述
せ
ん
：ま
す
る
學
說
は
純
一
化
な
る
用
語
し

か
レ
て
挪
す
ろ
能
は
す
。si

B
m
e
l

が
或 

縛
.？

意
味
に
於
け
る
S

數
*

誰
、
‘
.又
時
に
は
比
供

I

る
®

物
の
偵
値
と
成
貴
&

の
：便
値
J

相

等

性

定

.
立 

說v
>

s

せ
ら
る
\
も
？

ぐ

此

®
;
1

派
に
®
す
るj

ッ
は
單
純
な
る
因
素
の
相
等
性
を
意
味
せ
ず
、
特
定
の
經 

人
は
手
段
ビ
し
て
の
货
t
Hを
最
も
よ
く
體
得
し
從
っ
.
.

I
.

濟
圓
內
に
於
け
る
貨
物
總
掌
を
分
母
と
す
る
.分
數
ビ
货 

て
货
將
素
材
の
價
値
に
®

及
す
ふ
が
如
さ
こ
と
全
然
無
敕
總
.量
を
分
母
と
す
る
分
數V

i

の
相
等
性
を
意
味
し
，
*

'

し
。
斯
ぐ
彼
等
が
货
稱
貨
物
相
互
間
に
何
等
の
質
的
相
，.而

し

て

此

の

相

等

性

定

立

，は

賞

際

的

理

由

よ

.

0

賞
物
總 

::

等
性
ゆ
存
狂
を
も
必
要
と
せ
ざ
る
時
雨
者
の
關
係
れ

測
き
段
た
る
货
幣
間
の
此
例
か
繁
楚
對
象
た
る
®
: 

j:,

事
^

薛
言
す
れ
ば
®

人
が
是
等1 j

個
の
範
禱 

.物
間
の
.比
例
に
反
映
す
ご
な
す
事
を
促
：へ
来
ぐ
て
、
彼

j

を
収
极
ふ
賞
際
的

■

係
.が
理
論
的
意
識
.の
裡
に
相
等
の 

.

:

等
の
货
將
價
値
論
を
打
建
ウ
る
に
至
れ
る
は
驚
嘆
す
可 
一\

形
式
に
於
て
K

映
す
> 
唯
は
個
々
の
商
品
ど
®
々
の 

.
き
爛
服
と
言
ふ
可
し
"(G

e
o
r
g

 

s
l
i
d
: 

P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e

價
格
ビ
の
等
置
に
對
す
る
普
遍
的
基
礎
な
る
爲
め
に
吾 

d
e
s

 

Geldes. 

1922
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2
8

參
照)

唯
获
に
問
題
.

人
由
ら
意
識
せ
ら
れ
す
、

斯

-

當
該
關
係
を
甚

,

な
る
.は
タ'ミtv

以
前
の
此
み
派
の
識
客
，が
®
物

總

量

ご

礎

づ

ぐ
る
普
遍
的
素
因
の
息
却
せ
ら
れ
、事
賞
上
働
く 

"

貨
银
總
の
相
等
性
定
立
の
論

據
を
鄉
邊
に
觉
め
ね
，ブIー
ぢ意
識
的
に
働
か
ざ
る
は
人

問

：天

性

の

一

特

徵

を

表

示 

:
第
十
九
.卷

a

 
ニ
5

雜

0

ス
ミ
ス
以
前
！！
於
け
る
货
懷
價
値
論
の
ニ
湖
流

.

热1

跋

！
11H



m

■ ■ 
-
 

- 

0..̂
$ 

(

u

s)

雑

：

錄

ス
ミ
ス
暴1 .1

於

ま

慕

傻

倘

論

の

ニ

湖

觸

，

S

號

n
i
s
r

 

す

。i
方
に
は
吾
人
め
受
容
能
力
に
制
限

あ
る
§

に
，> 

故
に
あ
ら
ざ

る
な
.0
0̂(

ガ
，31)

即
ち
®
艘
が
克
く
货
懷 

他
^
s
.
.
l
は
意
謝
使
用
上

.，の

カ

の

傑

ザ

ゆ

廣

.
め

に

成

興

昧

職

能

，を

果

す

.は

.

.全

：，"
ぐ

國

民

の

.承

允(
a
c
c
o
r
d
o

 

delle

の
★

象

附

隨

せ

る

無

数

の

方

面

性

質

の

中

恒

，に

僅

少

レ

s
s
t
r

-

-
時
に
彼
れ
は
哺
單
にdwlie 

genti 

W

云
.ふ)

.
.
.

の
數
の
み
®

賞に注意せらる言へると比す可くに

M

依

す

。

斯

く

て

彼

れ

は

，言
，
ふ

T

是

等

萬

？
^
?
の

總

て 

も
あ

ら

す

‘.。

以

下

順

次

彼

等

の

見

解

を

檢

討

せ

ん

。

.

一

は

各

國

民

め

承

允

：
に
：
由

I
,し
旣

ド

生

章

せ

ら

れ
た
る
，金 

一抑
も
這
般
の
思
想
の
徵
解
け
る
者
は
併
太
利
の
人
-(

銀

，及

び

銅

を

含

む

)

の
總
て
に
價
すC

是
に
於
て
乎
，

.

D
a

v
a

l

な
.TV。

彼
れ
は
i

を
定
義
し
てr

貴
^

は|

凡

ゆ

も

は

§

:

の
i

及
び
欲
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熱
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の
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又
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應
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述
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又
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仲
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；
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總
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货
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。
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、
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.
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又
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總
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货
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條
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取
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す
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得
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な
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货
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。
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嫌
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れ
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上
の
言
說
は
彼
れ
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。
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货
彼
ビ
货
物
と
を 

對
比
し
、
以
て
.货
御
の
手
段
た
る
の
故
を
以
て
货
物
を 

支
配
す
る
理
法

.に
ょ

b
調

牆

せ

ら

れ

ず

と

し

.、

斯

く

て
 

前

述

諧

家

と

何

J

結

論

：！̂

到

逢

せ

る

も

の

な

み

。

日

く
 

「

總

て

，物

の

慣

値

を

，
正

營

に

算

出

せ

ん

ぶ

..
希

ふ

者

は

、
其

默
溯
に
於
け
’る
金
銀
增
大
す
れ
ば
、
.货
物
及
び
商S
 I
の
掘
ロ
に
比
例
せ
る
其.の
'數
量

s

f
ざ
る
可
ら 

ニ

一

の

比

率

を

以

て

服.貴
す
へ
し
。
然
る
に
他
方

\

中」
然

る

に「

货
豁
お
對
す
る
欲
望
は
恒
に
嫌
ん
ご
到 

者
し
货
物
及
び
商
部
の
分
母
が
二
對
ー
の
比
率
を
以
て

處
同
一
に
し
て其
め
棚
ロ
に
は
極
め
て
微
少
の
®
動
め 

坪
力
ポ
れ
ぱ
是
等
货
物
は
ニ
す
劉
1
„め
比
率
に
.て
：職

贵

る

れ

過

ぎ

ず

、
而
も
他
に
容
R勿
に
其
の
缺
を
補
促
す
る 

し

ニ

璧一,

の
比
率
に
て
下

t

洛
し
.た

れ

は

結
合
は
-

も
.

2\

な

け

れ

ぱ

一
一

興

の
數
量

を

減

少

せ
ぱ
E
に
.
化力 

ネ
：に

十

對

：一

に

落

着

し‘可
.
し̂('C

サ
r VI

I
I
pp. 2

1

や
ぐ

JIV) 

H
格
を
掛4̂

,

し
、

&り
，.|531

1
^
&を
し
て
也
-
 ̂

^
:
> 

5

こ

1
9

僻
を
手

.段
ご
し
て
目
し
た
るは

：/

货

精

货

物W

の
差 

異

は
貴

鞭

が
槪
し
て

其

の

交

具

に

據&
V菩
人

に
資
し 

其

の

消

費

に

由

る̂̂

ん
グ

J

無

き

の
斯

；^
^存
す」

(P,

5 r〕

て
ふ
ニ ：

働

よ

明

察

せ

ら

る

。

然

れ

共

，，
.：
：
，
實

他

を
.手
..族目
す
る
事
，
に於

.て
、
明
截 

な
る
陳
述
を
な
せ
る
潜
は
後
人D

a
v
i
d

 

H
u

m
e

な
ら 

ん
。
即
ち
独
れ
は
著
名
な
る
一
觸
に
於
て
言
ふ「

货
悠 

は

本

艰

.商

業

の

目

的

物

の

1

に

非

ず

し

て

"
填

に

人

 々

が
货
物
相
互
の
交
換
を
容
易
な
ら
し
む
る
が
爲
め
に
協 

定
し
な
る
方
便
に
過
ぎ
す
。
を
は
交
凝
の
取
輪
に
.非
や 

し
，て
> 
堪
輸
の
運
動
を
し
て
更
ら
に
圓
滑
輕
R勿
な
ら
し 

-

む
る
油
な
ら」

(P, 

3
0
9
)

ご
。
又
日
く
、「

货
幣
は
！̂
に 

勞
働
及
び
货
物
の
代
表
に
外
な
ら
ざ
る
も
の
に
し
て
. ̂

M
.に
是
等
の
.も
の
を
率
足
し
V

苦
し
く
は
估
料
す
る
の 

手
段
と
し
て
役
立
つ
の
み」

(P. 31.2)

と

。

從

.つ
て
彼
れ 

は
必
然
：

L
o
o
k
e

の
見
辦
を
踏
襲
し
力
>
。
而
も
彼
れ
は

引
場
®

に
限
局
し
’
以

てM
o
p
t
a
n
a
r
i

の

D
a
v
a
n
z
a
t
i

 

に
對
す
る
と
等
し
く
重
大
な
る
改
修
を
行
へ
み
。r

饥
ゆ 

る
◎

物
の
®

格
は
货
银W

货
物
ピ
の
比
率
に
依
®

し
、

1

方
に
於
け
る
顯
著
な
る
變
動
は
價
格
をH

?

上
ぐ
る
か 

引

下

ぐ

る

か

孰

れ

か

の

.
一
影
纖

1

を
有
す
る
事
自
明
の
理 

な
り
と
思
考
せ
ら
る
。
货
物
を
输
加
せ
ば
其
は
低
廉
と 

な

貴

將

を

增

加

せ

ば

，其
の
償
値
は
騰
貴
す
。
，

,に
他
方
前
者
め

減
少
並
び

に
後

者

の
減
少
は
关
ク
反
對 

の̂
倾
向
を
呈
す
。
而
も
物
®

は1,

國
內
に
箱
す
る
货
懷 

及
び
货

物
の
絕
體

量
.ょ

ク

ゾ

市

場

に

.
現

れ

器

し
く
は
現 

る

可

き

貨

物

"

及

び
货
將
流
通

量

，
に數
依

す

る

は

.
明

白 

な
ね
。
若
し
鋳
貨
が
画
中
に
閉
塞
：せ
ら
る
れ
ば
、
其
は 

物
價
に
關
レ
減
却
せ
ら
れ
た
る
と
同1

な

t
若
し
貨
. 

物
が
倉
庫
中
に
藏
匿
せ
ら
る
れ
ば
：、
相
等
し
き
結
果
を 

蔬
起
す
可
し」

(
p
p
.

 

3
i
6
-
3
i
；0

 

以
上
總
述
し
來
れ
.る
如
<

> 

數
驚
說
は
伊
英
陣
：

银

卞
九
を
C n

九)

雜

錄

ス

ミ

.ス
以
前
に於！：：？

る
貨
懷
M
値
論
の
ニ
湖
流
，

! 

ニ
九



第
す
九
卷(1

ニ
！0)

雜

錄

ス

、4ス
以
前
U於
け
ろ
貨
懷
似
値
論
の

11

湖
流

第一

雄

! 

H
O

の
名
自
論
者
に
由-0
主̂
張
せ
ら
れ
、
旣
に
有
カ
な
る
學 

說
と
な

>

ウ 
> 
あ
b
た
-0
0然
る
じ
，
ス
ミ
ス

以
後
、
該 

:

用
語
：は
金
思
主
義
者
に
由
い
マ
填
に
結
論
相
似
る
の 

故
を
以
て
、
其
の
根
本
精
神
を
異
に
す
，る
學
說
を
意
味 

せ
し
め
ら
る
に
至
タ
ぬ
。

(
本
節
に
，述
ぺ
た
る
論
客® 

货
败
論
は
高
糖
誠

I

郎

敎

授

に

ょ

み

本

誌

上

.に

於

て

旣 

に
紹
介
せ
ら
れ
た
る
も
の
多
し
。
附
記
し
て
*
者
の
參 

照
に
便
す
。

世
始
期
に
俄
け
る
货
赂
制
度
の
棄
亂
ご
ん 

ぺ
ル
ナ
ル
ド
。
ダ
ヴ
ン
ず
ァ
チ
の
货
將
論

J

第
八
卷
第
九 

號
镇
十
號
、

「

ジ
ね
ン
• 口 

.ク
の
：利
子
學
說

」

第
十
二
卷 

筋
十
二
號
"(

以
上
雜
濟
學
史
研
究
收
鶴

) 「

デ
ク
tト
め
じ 

I

の
货&

論J

第
十
四
卷
第
！§)

L
.

: y

 

.
今
や
吾
人
は
ヌ
ミ
ス
め
働
の
货
幣
價
値
論
を
檢
时
し 

終
れ
り
。
：：斯
く
て
吾
人
は
正
統
事
派
货
將
償
値
識
生
誕 

の
沿
革
を
知
得
し
、
生
觀
的
貨
他
價
値
論
の

S

芽
を
傑
. 

求
し
、
货Is

數
量
說
を
檢
厳
し
、
法
制
的
名
目
學
說
の
先

婆

羅

門

敎

法

制

に

現

は

れ
 

L
徵
利
思
想芳

忠

次

Begat

は
愛
に
あ
ら
ず
し
て,
寧
ろ
.是
等
を
背
景
と
し
て
货
海 

本

質

觀

と

，貨

微

價

値

論

と

の

關

，係

の

一

斑

を

描

出

せ

ん 

と
す
る
に
在
タ
。.
詳
言
す
れ
.は
、
货
，傲
を
目
的
と
觀
じ
、 

以
t
賞
體
慣
値
を
必
要
'さ

す

る

に

至

り

.
、

斯

く

て

贺

俄 

«
値
を
支
配
す
る
理
法
を一

般
經
濟
偕
値
論
に
党
む
る 

に
至
れ
る
一
派
と
ゾ
貨
粮
を
手
段
と
觀
じ
、
以
て
賞
體 

债
値
を
不
必
要
と
す
る
に
至b
>
,斯〜

て
货
他
價
値
を 

一
支
配
す
る
理
法
をI

般
經
濟
價
値
論
ょ
り
獨
立
せ
る
土 

毫
の
上
に
建
立
す
る
に
至
れ
る

1

派
と
を
對
比
す
る
の 

r

事
に
存
す
。
何
故
に
然
る
や
の
問
題
に
は
愛
に
觸
れ 

す
、
其
は
別
個
の
問
題
を
形
成
す
。

(

完)

I；
I
h

I
B
i
i
s

貸
手
の
有

-

古
代
謝
國
は
徵
利
に
關
す
る
思
想
に
，於
て
步
調
を 

俱
に
しH

居C
V

た
。
其
を
沸
難
せ
そ
粮
據
な
る
理
論
に 

於
て
は
济
自
年
代
を
異
に
し
地
域
を
異
に
し
>
特
有
な 

る
社
愈
組
織
と
特
有
な
を
哲
學
、
宗
敎
を
保
待
ず
る
に
. 

:

從
て
'差
異
を
生
じ
、

1

方
め
，®
,學

的

な

る

に

反

し

’く

他 

方
は
宗
敎
的
、：

1

方
の
賞
踐
的
な
る
に
反
し
て
他
方
の 

論
理
的
な
る
は
免
れ
難
き
も
A

し
か
も
何
れ
も
徵
利
を
. 

非
難
しV

單
禁
止
せ
ら
る
べ
き
の
み
に
非
や
し
て一 

の
罪
惡
と
做
し
敢
て
犯
す
来
は
邵
人
，し
し
て一

定
處
刑 

を
課
せ
ら
る
べ
き
も
の
ご
®

す
事
に
於
て1

政
し
て
廣 

0
ね
。
☆

代
の
脑
會
は
等
し
く
高
利
に
苦
じ

ん
て
®
つ

た
。
當
時
！
於
け
る
資
本
の
暮
少
な
る
ン 

力
な
る
土
衆
に
し
て
借
手
の
貧
弱
な
る
農
民
た
る
場
合 

多
く
且
つ
其
は
主
t
.レ
て
消
費
の
爲U

i
ガ
さ
れ
し
の
事 

實
は
利
摩
を
自
ら
高
步
に
置
き
、

B
會
全
般
を
困
窮
の 

淵
に
沈
偷
，せ
し
め
た
。
徵
利
貸
借
は
貧
窮
せ
る
農
民
を 

猛

*
腐
迫
じ
苦
し
ま
し
め
て
寡
少
に
有
す
る
者
ょ
ら
其 

有
す
る
寡
少
な
る
物
を
齋
ひ
て
多
额
に
有
す
る
者
に
楚 

を
與
ふ
る
の
事
賞
を
示
し
、
當
時
に
あ
ら
て
は
貸
金
業 

ょ
り
ら
多
額
を
所
得
し
得
る
産
業
は
存
し
な
か
つ
た
。
 

而
し
て
斯
く
の
如
き
事
實
こ
を
等
し
く
古
代
諧
國
に
於 

て
徵
利
を
目
し
て
罪
悪
な
り
做
さ
し
む
る
原
因
を
爲 

す
も
の
で
め
つ
力
。

,
希
職
に
於
け
ろP

l
a
t
o
V
A
I
^
i
s
t
o
t
e
l
e
s

の
利
子
に
毅 

す
る
態
度
.
"羅
•腐に
於
け
る
十
二
銅
を
以
ウ
て
す 

る
利
子
の
制
狠
、C

a
t
o

 

Cicero, 

senoca, 

P
l
i
n
y
,

脱
に 

c
o
l
u
m
e
l
l
a

等
の
徵
刹
に
對
す
る
非
難
"«

a
i
®

に
表
は 

れ
し
希
伯
來
の
徵
利
思
想
"

新
約i

t

費
蛇
に
原
始
基
#

1：；1

き;)
I

第4-

丸

お(

ニnl
〕

雜
錄
盤
羅
門
教
法
制
ド
我
は
れ
し
徵
別
思
想

娘1

號


